
















































































と関わらせながら 7 重要な大規模銅山を中心に，その開発の展開が検討された(小葉田 l


















? ? 〕 芭してし¥















じることになったと されるが，このよう 1ての具体的 b 
、 、、?
のである.




り ノ ハ衰額ノ /安E
ニや とし1った くもみられる I，I}
代以降 るべく さ
し




ちみれば? など し ;ま し
といわざるを得ない
とiまいえない. 1873 6) 1883 fj 」f ? によ 全国で
1，206カ も 1.じ B: さ し1フ をうかが () i I 
1964: 105-108) '0) のことについて?川 186号 2 )年に行政官布告 177
によっ がとられ， 1873 (境治6)年に日 されたの

































うした中に ， ) 1崎 (1973)fえ近代化以前の E !-LJ ない
業績である.もっとも，そとにおける る対象 はち近代以降の
点においては?地理学における他の業績と あ ) 11時はまノ芦
山集落j と? から本格的に れた壁、史










山業が 3 常にはあ号 し1とし 1う)1 し
けではなく? を有する 山業 J三、I~ 
のではないか?と考えられるからである. しかし，従来の研究
り扱われ， につけ悪しき け?潤辺




め，そのような側面が法院 ものと考えち っし γどは， 穿よUJ
々 どをf共給るべく
いるがさ1) 鉱山と な関認が かった.そう
した中江あ
の変化と
であるが 3 田中(による 山における
の関連につい 目される. のように?

































































































































































































































? ??? ? 」
17 しく し， 19 
?
から されるようになったとい 秩父地域 るが，
、F
」一 とし 1つ ¥ても， を
しており z 孤立し 山ではなかっ
なっ つにと考えられ 大きく
区と積湘地E互に 18 て〉





3つめに敢り上げるの ある.期知のように， は 3











し はきわ 、 、?? こで毛 下
いて明らかにし，銀山
いて，明治初年の鉱山
につい る。つづ、いて，第 3 4 
し 5撃では高見銀山 ¥第6章において 3
それ じ ちかになったことをまとめ， を こと
、 ?
1) とし


















しばしば指摘されている(小出編 1958: 32-42). 第 2次世界大戦後には?発展途上国の豊かな鉱
床と低賃金が注目され，先進国を本拠とする多国籍企業がますます積極的にそれらの地域へ進出
した(蕗谷・蔵本訳 1982)












































ぇ のような 、主む， おける鉱出開発
;_. などについて論じた.それ ( 1984) されている.
11 )たと 行問7)，関 など











;ま， t屈大工 l入 3人程度という (あるい
を蓄とする 中に組み込まれたもので、 をはじめとするあらゆる
ヲ、、
刀為、 の中の 人 し¥るとしてし 1る らにp これら 2
をなすものであり，その{也の鉱山は，それぞれこれらの中間 とっていたことが述べら
れている‘佐々木(1976) と り，採鉱をはじめとす が，雑 し、るかとし 1
とが注国されていることがわかるが 3 における p役j 刀ユ な
かな な点が見受けもれる.そ 関する てはし 1
14 
ないように思われる







18)前述した佐々木(1976; 1983)の他?佐々木 (1979a; 1979b ; 1982)，山口(1982)，吉城(1979)な
どがある
19)佐々木 (1976・220-221)参照
20)たとえば3 岡山大学法文学部地理学教室 (1962) など
21) ) 1崎(1973: 279-306) 

































や) 1884 (明治 1 年以降，内務省






? ? いる である 2) これに対して? lま などの








が，陸中・ の 2カ国が 1873(明治 6) ア)年であ













は， く 人 山
にある 山の を 持の である 山司に
と めら ¥) さら 5 ) れた. ここにおい
て 月 一 ノ ニ散ヒ当 出一
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みで 1貰(約 3.75kg)を越える産出高があるものもあったが(表 2-2)，多くは数百匁の
産出高であり 3 砂金の採取によるものが少なくなかった.銀山も同様に，わずかな産出高




指導による近代化にいち早く取りかかっていたが， 1869 (明治 2)年 10月から 1878(明治 1
1)年 9月までの 10年間を通じても?産出された純銀は 5，082kg，純金は 586.5kgで、あった





































































































































































































































うになっていた. 1695 (元禄 8)年には?諸国において金銀銅山を開発するよう幕府から触
書が出されている 1' )佐渡では，積極的に新田開発が進められた一方で 金銀山の復興が














































































間 などのように， の確保においてきわめて 11HこはF
おっていたことも，そのことを?示していると考えられる.
あった石見田においても?比較的多くの， しかも詳細


























































































さらに 18 もう 1763 13)1手， 1766 3 ) 17ヲ7 9 ) と
探ち 山の開発 。 されている 小葉田 18 半
と メ主吋戸 いて，幕末近
え¥ 言〉る る
のある も と 議ン
吹 まったと iっ .いずれにしても，
まうち， IJ の
人れる歌田県につい 自治体史 りてユ
も， {出 UJ， 罰君R




















































2)これらは 1890(明治 23)年に帝国大学図書館に移管されていたが 3 関東大震災により大部分が焼失
し，現在ではわずかに残存するものや各県?市町村に所蔵されていた草稿や写しが確認されるの





「郡村誌j には記載がない さらに?記載されている内容もかなり異なっている I郡村誌j の類
では，前出の上野国利根郡藤原村の例をあげれば r銅山 高壱町廿問周囲拾二町，村ノ西北宇宝

















が悉く あ 19 
当時打喜本の銀山ではもっとも多くの銀を産出した‘ 1817(文北






17)岩手県嬬(1972:1084-1136). および7 麓{日64: 152-202). 
18川、葉田(1973
19) (1956 : 10-'12)， 2 






















(1989 : 483-512) 













る中津川地区は， 1889 (明治 に合併されるまで










? 」??? ???? ，北西から り， 向
予れを貫いてい ち 5カ
されている幻. 1カ所は中 に接する中 ある. ぷ2
カ所はし も北部の小神流)1 分布しており， ら和 六助鉱床ラ
沢鉱床? よばれているリ
る1カ所は 3 中津)1 の最西端から約 km西に憾につ カ~
から されていない. かしきかつては二こでも鉱物
ことをう る伝承 いる. を世襲した幸島家は 7 下総冨猿
から出て， り1 峠をj泣え
σコ とされている.この したの あり y そ
の中j章)1 つにというものである1)
て，幸島家には， 19世紀 嘆の当 し
左し¥ えられているこれは， 山手家 した文i攻期かち














































































も山の つ ち人々 てき ヒ品、 らうかがわ
れる.
iむから る る i協には?
出との ス。ノ と ?小奈川 1 ~こ








を tこ ~~の久保の金山を し
たのは? られている 1598 





























































































































































































































次に掲げるのは， 1740 (元文 5)年の金山再開発に際する 7 稼人仲間の証文である 12)
41 
表3-1 中津川村鉱山の開発主体
年次 |鉱種! 椋人(居住地) I 備考
L___:;_~ 一一一一一一???? 一 一 L 一一喜十郎・新四郎 :J;J_t2:s ?) 
1790 (字型)一的 )一一唖M一一一一一一一〈平竺型空J!lH)一 一よ一理
¥ L'1... 幸島喜兵衛 (秩父郡中津川村) 名主
1800 (寛政12) j 金 i 
1 逸見重左荷門 (秩父郡中津川村)名主
i 幸島喜兵衛 (秩父郡中津川村) I名主
I ~ 逸見繁八 (秩父郡中津川村) I 主
1806-1808 (文化3-5) i 金 =:u=~; ，'..'~'，~':~-;_ '-:-~~'~:，' I ~~ 
- 伴右衛門 (秩父郡古大瀧村) I 
I 太郎兵衛・源次 (秩父郡新大瀧村) 1 
I 幸島喜兵衛 (秩父郡中津川村) 主


















































、む主 y り 山の
という者の子













されているのは興味深いことである 1:;) 江戸周辺地域における生産物を買い付・ける 3 新規
の商人が江戸にあり，生産者はi日来の流通経路に乗らずに，少しでも自己に有利な売買を
行うことが可能になっていたことが知られるからである.








大勢召連 1 物毎便利j という理由で，長倉の「芝連j がひら平鉛山を稼行することになっ
た.長倉は，かつて矢筈銅山なる鉱山を稼行し?当時は芝の能役者宅に寓居していた旨が























5)年の小神読)1 ける 山 においては， }¥_ 































19世NiCfこ こうしたあち した. 与する
ようになったので
I [{畏)
とえば， 1828 11)年には， 1-[果信
??〕






























「鉛山記録j において，喜兵衛は 7 炭屋らを「買金主J，71'(戸屋らを「本金主」と書き分

























































年月 ; 産出高 ; 内訳
1附



















1859 (安政 6)年まで3名の金王によって 5年季の本稼ぎが繰り返し出願された聞に?中
津川村での鉱山稼行を所望する者が複数みられた 2:l)そのひとり，武州埼玉郡不動岡村










たものと考えられる. 1ヶ月当りの 1人分の賃金をみると，坑内に入る掘大工が金 1両3
分?堀子が金 1両?専門的な技術を必要とする吹大工が金 2両と相対的に高給であったこ
とがわかる.これは同時期の会津領の鉛山と比べてやや高額ではあったが，ほぼ同水準で、






表3 3 中津HI村鉛山職人護金の もり (1850年)
大工・職人 会所・場所出動之者
職名 !人数|賃金(1丹〉 職名 i人数 i賓金(1月)
堀大工 10人 1高 3分 dコC淀h刊川誌二号5三Z3=，口d恥 5入 3両
堀 子 5 1高 会所 い 3 1碍
銘高物運び人足 15 金 3 江戸 雑用 1日に持、銀6匁
鉱からみ人足 15 金 3分 場所敢締 金 1荷 2分
披取・ざる 1 8 金 1湾 大工語鞍人 金 1両 2分
問題り人足 25 金 3分 横目役 金 1碍 2分
吹大工 5 2間 吹所見調り役 1高 2分
吹子差 10 3分 賞言改役 1両
鋪児期り役 金 1謂
金場見廻り役 金 1高
間 り役 金 1両
(逸箆家文書 嘉泳 3年 f武裁調秩父郡中津JI!村鉛綿製仕様様弁入舟見積$長Jよす作成}
50 
‘〉o よる主主堂 を ないが， 1851 (嘉永4) に記さ
辺の描写から している操子 ることができ
初)これによ め が狩掛沢 六助沢に
?
してむ¥ら は15棟が の何人i渡蓮渉菌はう 1853 6 )年4月に
れた狩掛沢 を「秩父日 いて描写しているそこに のようにある.
かく よりひ の谷水かなしぶに りてながれいづ.それにつきて行にう
をミだしかけたるやうに滝のたかう 道はたえたり‘ その巌のうえをー見あくるるに，
らもて たるかけはしの るをめぐらしてわたせ十ふミわたり ば，








ら にタ六助決 とし 1う しく発見さ の開発のため
?? ，人定小屋など 8 され， J! I沿いに を採集する自 ?
と る建物が られていた. も材木
てらtしてし きておち?干の
の人口の 5 ったとし叶コれ る中津)1 人口は115名であ






ま う 半について 2 いくつか開を ょう.
連中は， と思jつれる.を引き し¥ は， ~LJ 
から摂取 を雇用し において
入を には多く った.ま 1'-， 































































































t"しここま 村民が 8 自 りの鉛持物 ヰl 1から






































































_'-_ !-‘、唱島 、、、注、.， I 
望、


















































と19世紀半ば頃の 2つのピーク ち，それぞれ異なった経営形態が ここで
は，中津川村の村民は鉱山
ることにしよう.












もの I( 王 3 も，この時期に行われた鉱山
Jコ
































も{言チトiで村内 ど近隣の村の山 -板稼 っていた.また.
方冨と器売や行ってい
の村民は，村を にして， 山開発と つに.具体的にはァ0-1域








































。小 麗 3軒/小屋掛木代金 5碕 2朱
・石砂諜場IJ九罷 1軒 ( 1間 x12関)
・かもうす域小屋 1軒 ( 2賄 x3関)


















































































































各家が 1株ずつを所有した.この村では 3 一人前の百姓であることは) UJ稼ぎを行う権利
をもつことを意味していた.所有耕地の多寡にかかわらず 3 各家はそれぞれ同額の山役銭
を負担した.たとえば， 1745 (延享 2)年の「年貢取立帳Jによれば，中畑 6反 3畝12歩 3
下畑3畝，下々畑 2町8畝18歩 3 土木畑 1畝28歩，屋敷3畝28歩を所有した所左衛門の負














中摺 下畑 下々題 上木畑 農敷 上木 ロ永 山役
所在衛門 184.00 29.00 321.00 2.90 22.00 1.25 5.50 38.00 9情。
松 之 助 15.70 4.50 43.60 G 3.30 G 2.31 38.00 9.00 
議左衛門 5.50 15.70 25.74 G 1.86 。 1.32 38.00 9.00 
三左禽門 5 0.15 2.25 。 1.86 。 1.55 38.00 9.00 
i滋F司Z 1筈 。 。 9 。 G 。 む 38.00 9.00 
良お構内 4.20 む 8.00 G 1.92 む 0.43 38.00 9.00 



























































?? るが も ちたる山の















































山で生産さ としては， あげアこ1697 f賞:Jに









































































表 3- 8 品目改定後の山稼品目 (1786年)
1.寸延
①挽 板(桂・沢栗・縦・栂+赤松・姫子松・朴・栗・黒檎・唐槍鴫白槽)
















































































比度右済日通 名 ぷ害時・ 山稼
68 
















































































































両金鈴茂有之j ほどの盛山となり 7 森林を広大に伐採している それにも関わらず，村へ




















をみると，板材 3 ふと によ
















近接していたことが 3 鉱山 ぼし













































































































































































































































21 )郡介の居住地は「鉛山記録Jには，新田郡大円村ーとあるが 7 このような名の村はなかった.領主
が旗本三宅勝太郎とあることから 3 現在の太田市周辺であると推測される
22) I諸国鋳物師名寄記」は中川弘泰(1986・ 257-323) に収載.なお，lE田の上回鉛山経営に関して
は，小出町教育委員会編 (1982: 42-44)参照.
23)そのほとんどは 3金主に拒否されたが，唯一 3 三山村名主斉藤甚右衛門がy うずの沢y
宮沢での稼行を許可されたが?実際に稼行はされなかったようであった.










































































ないが多 には 2 名主2
引き受けたち 3 時に 1下げを受けた られ，こう
し寸=と推挺される二







































出は， 16世紀末"-'J 7 1として
も された. この
したが 3 その後再生し?盛衰 と続けられたという長し
る.この章では， I日神間町壌の鉱山 る対象として，古くからの鉱山








71エ !臼神開町の中心部にあたる -東町地区・ -9 
を控えてい もあっ るが?いくらか広い段E語にめぐ 官日ヨ










16 ら 17世紀初頭におけ を実現したの
にともなって とし1う





































あった 7) 越前大野郡から茂住へy そして亀谷へと，鉱山業に携わる人々の移動があった
ことがうかがわれる.
81 
茂生銀山集落;こ の他? じく て〉











とし1つ で次々と 山が開発さ それにともなって人々
こと力主

































片語、， く これらの鉱山 の;走jもが ものと考
えら


















はりま屋 i日国名 1 奥州屋 (2) I日国名
いつみ屋 !日国名 l伊勢屋 旧国名































































































































????????????????? 〕?? 〔? ??? ?????? ??????? ?????????????????
83 
していた.間じく山 の拠点， (現立山 由来すると
山岳信仰と鉱山 、関わちがう 現在の富山れる屋号もみら
もあち 3 当 -茂住両銀山に辻神通)1沿岸をi争心に飛騨北部か
























ち2 内一軒は寺j と されており， 18 にはその鉱 ほぼ衰滅の状
況に至っていたことがわかる.
茂生銀山について 「茂住銀山野j の項があり， r も
四 ち， ・大工町と
あちし : r山色j か) 山師共処にも く，方々
へ流浪致 3 只 も漸十四， も る体j と
3) 山分 茂住銀 と る)
し1 12軒となってい
茨{主銀山に関し じて》 この間の金IJ
ナ7'嶋 E品。」冊。 きる e ら 18年を経た 1712 2)年秋?
ける金山銅鉛山村上ヶJH)によればp 出
84 

















である. とりあえず反別 屋敷と畑それぞれがどのよう t 

















つにこと している.荒崖敷とし いる以上 山師の戸口 た
、ーしをうかがわれるー










ニ~ 信 ると，越中 出(当 〉亀谷銀山 3 山，
山など， 山がま 関 く.もっとも 3 辻 17
半に しく， 散し? し も るよう;こ
なっていたという 松倉金山も 1630年代以降は銀山 3 さら 山となったが四






Y 越中 3 とし となっているが，し も












































































































































































































伏木屋 円右寄門 儲 ~~i





















































。コ うちに辻， ? ???? よち鉛を翼し
山訴もあったという叫 えら









22) の{自〉富山が 2 里中が3軒であっ 中 指すと思
よ という金山師が 1縁、4 を してし 1
る.検地の時期 6， 7 あったことを
きば>- 山




棟へ派遣さ であっ と えもれぞ)_吉兵衛は 芹イ午線1I室長波(T)給十治決ぬ kを務める
な で、あっ 下‘
F、一相、F、r-1 I "'"岨_ I ^  i.r 1，-:" 
は実擦にはー撲ではなく，有
力 ら であ fァト 宏九れる.
山の 船山が魚、t:.=/"F tl~ t:-I)品った時期の記録であった めに 3
2 ?という日を引く
期 ;江 ける ゆる したようにみ る • J知王銀山で芋iJ明するのは 7
詩人 関し あり 3 あっ であろ 」とも さ
才内し ぺきと る 3 は銀山 しく，検:1:1長以前








































いくと p ①「願間歩之覚」と表題が付けられた項があり〉その末尾には， r右弐拾弐ヶ所





子 (1708年:宝永 5)秩願立之 3 林庄左衛門・岩水彦左衛門見分之上申付 3 則普請致候
ニ付正徳二辰之三月 y 土屋勘左衛門・鈴木彦四郎改之Jとある.ただし， これらのうちー
ヶ所は，当時は普請が行われていない旨，注記が添えられている叫.③「池之山鉛山間




記されているためであろう 3 三井金属修史委員会編(1970: 95)ではp 鉛山は{也所の者に





に r茂住銀山道草運上覚」という項があり，掘り取った荷物 1升につき灰吹銀 1匁まで
は r道草Jとして山師のものとなったが 7 灰吹銀 1匁 1分以上が得られた際には吟味の











































のことも p 彼らが茂住銀山における有力な金山師であったことを示すものといえる. r問
歩帳」に記載された 17名の山師以外は，間歩の経営に足る資金力を持たないものであっ
92 
たと考えられる I金銀銅鉛山付上ヶ」では一括して「山師」とされているが 3 それらの
多くは 3 実態としては金掘職人としかいい得ない存在であった.
(2) 茂住銀山集落の再編
すでにみたように) 1742 (寛保2)年の宗門人別帳には) 12軒が書き上げられていた
が，それらのうち， 1723 (享保8)年の「畑屋敷改帳」の時点から継続していると考えら
れる家は 3軒のみであった(表 4-5). このことはy 現在の東茂住集落において 3 享保
期にまで系譜を遡ることのできる家は 2，3軒ほどであるという古老の話と符合する一





茂住銀山への移入者は必ずしも鉱山関係者とは限らなかったのである 1788 (天明 8)年








ている JJ) その際3 茂住銀山集落側では「銀山用水之儀ハ大切成御番所等茂有之、用心水
之儀ニ御座候」と述べている.検地帳に記載された「銀山御蔵」などはこの頃にはもはや
残されていなかったと思われるが) 1791 (寛政 3)年〉飛騨国内の番所が整理された際に廃
止されるまで，茂住下口番所は存続していた(こうした施設が存在したことも p 茂住銀
山集落の住人に，村の特別な位置づけを意識させるものであったことと思われる.






































































して，吉砂稼 また) 1834 (天保 5) 
ることになった捺にも p 村長の






とも 1850 3) では続し のとき
以前に の上約はなく 1 1819年の御手
は3 ら






.-KJ ¥ ) 
ものであったためにとられたもの
ア)年には?益田











自家労{暴力によっ る の くは? モ.tピ
告力で用 で ，士t送り人を 出鉛を る
よれば3 り人 して茂生銀山 ，右衛門y
がみられI 17 うち 9 りを けている. 1843 
14)年に 平十郎， の 3名と の名》
95 
表4-6蔑住銀山村による鉛山稼ぎの出願(1812-1857年)
年 「瓦1 事項 i 期間 上納
1812 (文化9)I 3 鉛山間揺 字建之山のうち本池雨治大平の吉時¥ ? 
1813 (文化10) 8!鉛山間翻 問上 7月1日よサ250日間 ;永425文
? 
1814 (文化1)¥ 3 I銘副間据 向上 [3湾問自....， 8~138まで150日間 i 永425文
1816 (文化13) 3 I鉛山鵠撮 ? I 3月27日より150日隣 j ? 
1818 (文政支)I 8 鉛山間掘 宇治之ulのうち本;tlJ..悶池・大卒の古間接 i4舟88--9月9自まで150白間 !永525文
1820 (加) 2 I (国中金設銅鉛山静手山切替につき稼方蹴方頗) i l 
1821 (文政4)I 3 i (古砂返し谷議等顕) I I 
1834 (芙袈ら)i 7 I出鉛に銀気なき皆報告(コキ併用銀吹所甚兵接部1名) 1 
1841 (天保12)I 2 j鉛山永久韓ブヲ I I 
1850 (嘉約)I 7 訟山稼方 !去る丑年~当武道10力年 !紋貫5∞刻年当)
1857 (安政4) 1 8 I鉛山間癌 字中小屋〈文久光1仰山)字増谷山 1 5月~明 ; 
(東芝性土地共有会文書中の各年次の願書!こより作成〕
96 
マて、、‘ 2 を 翼し くれるよう し出しているベそこに
は 3 11 ぎによって をたてていたが p
し，告 できなくなったために よち







さて 3 ，少なくとも 18







における 書き めら いる 4 7) その中に されてし 1る
460 el さe:S あったと えら る. たように，
田 は， 17 文期頃には‘京者sの銀陣、へ持ち まれる している
ことカ￥ら 2 この 七三 していたのであろうと ている. 18 
この頃にあってはを飛長選!車内で点府吹銀はほとんど していなかっ と え
られるから..，... り たかと さ る. 20貰呂も，
あるい ったと








引先についてさら しくみるために) 1741 
しfこ 2) さと占めているが，





古金 66両2分 107 3 360 
文金 122 
山富良 460目 12 
鎧 198貫400文 51 
質物 24 60 
鉛 20貫目 2 2 ，200 
米 27石 33 3 
たはこ 1369斤 17 450 
大豆 1石8斗 2 320 
小豆 1石・たは6斤 150 
古手 200 
えわきさし 3 






米 5斗(横山ニ預ヶ置) 2 300 
小豆 1石(措谷預ヶ置) 3 300 
五斗米(舟渡預ヶ置) 2 300 
牛質 25 2 3 320 
たはこ85斤(舟渡村預ヶ置) 97 
大豆肱圃24 3 405 
58両6分
小宮十 397 150 
-・ー・...・・.......・......0.....・. ・ =代銭1152貫950文
く貸し方>
四村 83 2 420 
横山 17 20 
杉山 2 
茂住谷 3 3 100 
西茂住 40 
長棟山 3 440 
茂住山 13 
跡津川 9 2 100 












地元の茂住銀山集落については， r下回TJ， r大工(町)Jなど 3 村内の地区名で記されてい
るが，この頃には，それほど取引の頻度は高くなかったことがわかる
ここに登場するし吋ぷれの村も 3 純農村とはいい難し1村であった.和右衛門家が販売した





「安永七年 j苫卸rj長」からは， 1777 (安永 6) 年~ 1805 (文化 2)年にかけて着実に保有す
る金銭等の規模を拡大していることがわかる (1お4-3). 天明期頃からは， とりわけ貸方
が増大しており，商業活動の規模が大きくなっていることをうかがわせる. r寛政七年
高商帳」と題する帳面からは， 1797 (寛政 9) 年~ 1858 (安政 5)年にかけてp 和右衛門家が
販売した商品と 3 すべての件についてではないが，販売先について知ることができる(表
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すでにみたように，和佐保村の銀山集落も， 17世紀末には著しく衰えていた. 1712 (正
徳 2)年の「金銀銅鉛山付上ヶ」には，和佐保銀山の項に，山師 83人3 銅山共家数 19軒
と記載されているが?三井金属修史委員会編(1970: 81)では〉この人数には，当時稼行さ
れていた銅山で用いられた職人が含まれており， r所山師J) すなわち従来から銀山集落に
居住した山師が 19軒と大きく数を減じていたと推測している.栃洞地区では) 1698 (元禄
11)年""1715 (正徳 5)年まで，江戸の太田屋弥七ら 3名によって，銅山が請け負われてい
た.所山師は 2 この銅山や他所の金銀山に雇用されて生計をたてたという;l7)その後，栃




かp ほほ同℃場所で行われたと恩われる. 1819 (文化2)年には，この銅山は高山陣屋の
御手山(直轄鉱山)として接収され) 1826年まで稼行された後p 休山となっていたが， 18.3 
o (文政 13)年になってy 越前国大野郡の金山師らによって再開発が試みられた.
102 






































甚右衛門がそれぞれ8分の 3，用助が 4分の 1であった 永瀬家では， 1817 (文化 14)
年に，北平銅山の問掘を出願していた.この銅山が御手山に編入されたために成果を得る
ことはできなかった. 1830年の開発でも 3 面谷村の金山師たちがフ最初に問掘の出願を
依頼した相手は永瀬甚右衛門であった.前出の規定証文の中で》甚右衛門は六兵衛に宛て
て， r和佐保村銅山間掘仕度越前面谷村之者共頼越候得共 3 私不及自力候に付貴殿御頼申
入候所御承知之上(中略)今般問掘御願被成候」と述べている.六兵衛による問掘出願は，
甚右衛門からの依頼によってなされたのであった. 1817 (文化 14)年 3月， 11元の和佐
























1832 (天保 3)年 9月，金 100両余りの借金の代わりに銅山の下稼ぎを忠兵衛に譲り渡す
という証文がp 要蔵他 1名より入れられている1'1)この証文には，紅粉屋への代金支払い













ば， 1832年 11月から翌年3月までの半年間 (1832年には閏 11月あり)に庵屋へ運び込





















































































り拐lJきに関する も されているー 手ヲ渡 は
大潟屋藤右衛門， 出 同じく 中
内であった. 、ては 3 これら えて名 いた.













とがうかが らは， ら金山師嶋田 を派遣してp 鋼山の








向害 出願 したものであり 3 は忠兵
にわたって川 忠兵衛は 1847(弘化4) で 13





る 1835 ち) 1847 (弘化4) 多い年でも 100貰余りでフ
きわめてとの変動も大きかった 51)産










r iJ j と称したが， 間 1 つはのを除き，
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稼行を行った.歩合持ちに対しては 7 下稼人から「分一Jとして産出高の 10%が支払わ
れた 53)







1855 (安政 2)年6月p 和佐保村と一部の下稼人が》歩合持ちの不法を主張して 3 問掘の
出願を和佐保村へ切り替えるよう訴え出た.その訴状の中には，以下のようにある…
漉粕銅売払方之節も津出し御手形願下し候而も稼人一同無印乙津出しニ者不為致 3 先ツ山先持





1855 (安政 2)年6月p 高山陣屋前の馬場通りに仮吹所が設置されて，試験的に銅や鉛




















山元における大きな のさらなる であった. 1856 
には? 山仁は 35名と， になく多くの下稼人があった時. 1860 
になると p 同銅山の は 42名となっ ち3
えるとそ 78名 した…









当 (、て、 り じられ， ま 高山
は， るため し ケ まと
めたし たが， ち ーカ所



















たものであった 6:;) このような状況からは3 独立性の強い複数の稼行者によって，鉱山が
運営されていたことを読み取ることができる.
銅山会所には 3 それぞれの稼行者が製した荒銅・荒鉛が持ち込まれ， rt張付けされた.そ
の後，鉱石は 16貫目(約 60kg) を基準として荷にまとめられ，付近の村の牛方によって













表4- 11には， 1860 (万延元)年6月に北平鉱山から高山陣屋へ提出された取調書を
もとに，稼行者の名前，居住(出身)地，雇用された職人の人数などについて示した.こ
れをみると 3 それぞれの規模には大きな較差があったことがわかる. 30名を雇用してい
た高山壱之町の倉吉のような例もあったが，多くの稼行者はp 数人p 甚だしい場合は 2名
程度とごく少ない人数しか用いていなかった.これはy 稼行者の経営したのが》基本的に
l坑ときわめて小規模で、あったためである.表に示された産出高は 1ヶ月の産出見込み











銅 30 額j議特 j議動 (中屋) 2 2 4 
銅 16 鉛津町村 幸三郎 {今村屋〉 2 3 2 7 
銅 12 吉川町方村 六助 2 
銅 18 船津町村 弥八 {鴎中震〉 。
銅 8 船津町村 善五郎 {道建議〉 2 
翻 G 越後藻j京都議議村 重助 2 
鶴 30 船津町村 35右?童j門 {富士騒)0 2 4 2 8 
額 -40 船津IBT村 l:j.l五諮問 {上水戸建)0 2 3 6 
重詰 25 飴j掌雪村 与在建i門 (上木戸屋)0 2 2 4 
主昔 200 総;零封村 手IJ兵議j 。2 6 3 2 13 I 代人留兵衛
主台 20 船津町村 {左次兵衛 (米麗) 。 2 
銅 70 給j率指?村 文七 (東農) 。3 3 5 11 代人i義助
銅 泣自立吾5支R持T、給津町村 文七 (斑譲) o 2 代人様霊会
銅 普詰中 鉛津町村 文七 (東農〕 。 2 代人穫量ち
鱗 普詰中 船津町村 直助 (J主議〉 2 2 5 代人与右衛門
鶴ム 40 高山一之町 ES左聾i門 3 3 ? 錆~勘右衛門・高助鱗内
額 15 勝蔵 議意志JlIliT六助
北平 i鏡ム 12 要議 2 3 翻意Z吉川町六助・勝載鵠!対
調 150 。9 12 8 30 鋪ミ主策附久右衛門
銅ム 40 5富山八軒町 4 2 2 8 鋪主策町久右衛門・倉喜舗内
銅 普請中 斡j議村 宗兵衛 (笹躍〉 2 
制 2臼立号員室R庁マ4、結j章町村 第三部
銅 普議中 吉田村 九兵衛 2 
鍋 15 高山八軒町 金三郎 2 
調ム 10 船津町村 利兵衛 ~ J 鵠烹嘉山吹刊誌郎舗内
記号 12 船津町村 議助 〈超前星) 2 鱗玄下原村勘右衛門
錆ム 25 舷前大野郡大谷村 i英次郎 2 
鈎 20 築j護者Bよ雲B臼嘉村 金三郎 3 
鰯ム 40 吉譲 3 鏡主高山之町;資資・金三郎鵠内
銅ム 25 喜鼓 2 ヰ 錨主高山ミミ之約済・金三郎舗内
銅 35 薪左書i門 3 5 鋪主朝j荷村;簿、動
銅ム 20 話津町村 長兵書} (森茂議〉 2 2 ヰ 鋪主観i潟村j罪主力・新左衛門舗内
銅ム 60 富山片原町 藤芸 4 4 8 錨主車ij;荷村;軍慰・新在衛門織内
銅 20 結前大野郡富谷村 3 繍主総;掌lliT斡六
銅ム 15 朝j南村 〈護関墨) 3 競走船津町IDJ六・新三郎銀内
鈎 10 東町村 (LlJ EI3農) 3 銭ミ主東町伊三郎
額 10 高山八軒町 常三郎 2 
































































































G神間鉱山 (1854) 1 




※1 :移動した年次が明らかなものは， ( )内に西暦で示した 以下同じ ※2 :神岡鉱山には大富・前平・菅沢・漆



















































中案内jによれば 123 1788 
表4-12和佐保村東平鉛山における職人の出身地・年齢(1857年)
鉱種出高(貫) 1 敷主 大工 小大工 岡周り その他
鉛 山 00 I 船津町文吉は5) I同左 文吉伴友之助(15)
鉛 25.000 1 越中長棟村善作(日) I同左
鉛 21刊oj越中小長谷村久助(30);同左
鉛 16.000 小萱村直時(25) 同左 吉田村弥次賄(19)
I I同左 数j河可村初之助肱(付1河附6ω) 西野し〈弥右衛門(ω伽担捌8ω ) i越山谷村弥糊助ω
; 富重屋卯右衛門飯場;
! 賭問一屋配吋一七叫叩助蜘飯場 l 
; 船津町卯兵衛(ω46的) ! 
;高山互之町助三郎(ω36的)! 
:山之一叫
鉛 普請中 ; 高山新町友三郎(36) 同左



























(J 876 t明治的年「神間村船津豆地引絵図jを基図として， 1860 延元)年 f鏡数人目IJ弁出銅鉛取
認繰J，1872 (明治 5)年 f鑓区取議議jなどそ蜜料;こ作成〉
1 8 
8) では 165軒と， 世紀以降大きく増加し















してし ド れら の多く つ
られる地割りがなさ いたが、そ と めて/J、さかっ
れら されるようになったのはいつ ことか， し¥
2 家数の増加からみて 18 らのこと される.










などp と していた7¥iJ こうし び〉
吋る よれ， こ 米- な
119 
から し あった えられる.最も
735 の者があり， 1770 ら きく増加している 一'13). 
きたものが 17件あ ら 18 中に
したであろうことを ると 3
していたといえよう， もそ
て うちではp を して 2
しp
フ どしている， しかし(明治的年の「地主
した 中にはp ゼ とん
た. トうした って 3 山 出鉱物と引
る必要がなくな においてはy 下稼人と
して 出 あるものであっ と考えられる.
あった 1 における つ } はし 1」
うま もない. も3 していたが 3 この町の商人によるもっとも
き 1 したこと wぞあ たといえる 1 
し1取りによっ
保されるようになっ る道を拓し 1たと
いえ 六ー、、 高!J 拡物
してい といえる.このこと えて P 従来ヲ ι; 
鉱 く
? 」







































では 3 って"これを詰け負うト して
あっ く させたとさ し1 ここでは 3
は幕府の されたもの りp 高山i草屋によって に主導さ され
いう解釈が貫かれている.しかしp して あったとい
のは正しくない
1850 るまでに? どの錦鉛1 あることは明らかになり
つつあっ 干の頃には 止i の間にも鉱山
平湯鉛山はじり 9まっγし のほとん
rJJ近隣の鉱山 など であった 81) 4 -14) 
山;え 1846 (弘北 3) り3 には年間 3，000 半から 6，




なっているの 平湯鉛山から きわめ かったといわ
れるー 1857(安政4)年 1月の記録をみると 2 和佐保村大寵鉛山 らは〉 長会 10
告につき 52匁 8 り られたが 9 山の鉱石から得ら
吹銀は 10貫問
えば，飛騨国内の鉱山



































第 2章においてもみたように》神岡地域を含む飛騨北部地域は 3 越前・越中・加賀・能







































の開発ではp 船津町を中心とする複数の商人が詩負人となり 3 やがて株組織を形成した.
実際の稼行は，やはりこの時にも p 越前国大野郡出身の金山師など近隣諸国の技術者がF





























家納所!j援に載る「北袋銀山」とする見解もある[~角川地名大辞典 18 福井県~ (1990)} 角川|書
mJ 
5)田中 (1986: 31-56) 
6)東郷の集落は一乗谷の北西部に位置する中世以来の都市的集落であるの寺伝によれば永昌寺は 14





門が 3 元禄末年から 1750(寛延 3)年にかけて飛騨国内の各地に公用で訪れた際の見分をまとめ
たものといわれるもので} 18世紀前期の飛騨国内諸地域の状況を知ることができる. ここでは3
上村木曾右衛門著・大野政雄校訂解説(1970)を参照した
9)細入村史編纂委員会編 (1987: 65-66) 









金を得ることができなかったため、 1707(宝永 4)年より切り替えて請け負ったものである。 1708
年の運上銀7貫 500匁余り、 1711年の運上銀3貫 228匁であり、「正徳2年書上」には、 1712年
は8月までの土荷物が 95荷、郷蔵に置かれているが、稼行中の鉱脈が尽き、当時はさらに奥を探
鉱中という状況であった。鉛山は村の南東部、字「池の山Jの山頂付・近に 15ヶ所あり、「正徳2













18)小葉田 (1993: 480-491). 


















それは あったものを後 き写したもの ると
し、う
? ???、 、 、 ，? ?? ?? ?? 之覚j うち[日麗平一、 ケ あるの ミて、























理由で3 とー ものである a










令お 3 これしもの いては，
128 




め、 100 日~ 300 日程度の期間の稼行を許可されるという形態が問掘と称された。問掘は冥加の
額を上乗せしながら繰り返し出願され、長期にわたって行われる場合が少なくなかった。









44)前掲 42) 関連史料として 3 同家文書 ①天保 3年 10月 (前欠につき無題p 鹿間村同苗中宛
加賀屋忠兵衛の一札);②天保5年2月「乍恐奉申上候j がある.②は高山役所宛ての口上の控え









「乍恐以書付奉申上候」によればp さらに紅粉屋が， 1833 (天保 4)年には大坂に人を派遣して銀
主を求めるなどしている.これに応じて 3 大坂の大和屋が北平他の銅山稼行の銀主として前金 10
0両を出金することとなった
47)神岡町史編纂室所蔵神岡町船津牛丸家文書 天保 3辰閏 11月「覚」など
48)神岡町史編纂室所蔵神岡町船津牛丸家文書 天保 5年 2月「一札之事」
129 
49) 1843 (天保 14)年の継問掘出願の際には嶋田屋忠兵衛も出願者として名前を連ね， 1845 (弘化 2) 
年の継問掘においては3 忠兵衛が単独で出願者となった 神岡町船津北沢家文書天保8年4月
「差入申規定証文之事」 神岡町史編纂委員会編(1975: 293-294)収載
なお， rl!島田屋忠兵衛は当初鎌屋を名乗ったが 3ヶ村の問掘が許可された際3 高山に移住して嶋
田屋と改めたとされている(三井金属鉱業修史委員会編 1970: 259) 
50)岐阜県立文書館所蔵高山陣屋文書嘉永 2年 3月「吉城郡和佐保村銅山出高書上帳」





















編纂委員会編(1975: 128-213)を参照した 本稿では 3 同様の理由から 3 以下でこの史料を引用す
る際にも同書を用いた.
61)富田家文書「鋼鉛銀絞諸雑記」所収 図4-5の基図とした絵図はこの一札に前後して納められ
ており 3 その内容からもこの一札に添付されていたものの写しではなし 1かと考えられる
130 
62)ほぼ同じ地域が描かれた3 万延元年の成立と考えられる絵図の写しが『神岡鉱山写真史』に収載




設とその坪数が記されている.各稼行者はこれらの施設を 3 すべてではないにしても p 所有して
いたと考えられる
64)たとえば3 岐阜県立歴史資料館所蔵飛騨郡代高山陣屋文書成4月8日「覚」によれば〉成年

















70)神岡町史編纂委員会編(1976:990-1076) には， 18世紀後半の明和期から幕末にかけて 3 庵屋・
北沢屋の両家から富山藩や藩士3 富山藩領内の十村や商人などへ金銭を貸し付けた証文や，未済
分の取り立てに関する史料が多数収められている
71)神岡町史編纂委員会編 (1972: 17，27)収載の東京都河上家文書によれば， 1565 (永禄8)年 6
月 r綱」なる人物から吉野村・魚谷(庵谷)村・篠(笹)津村に宛てて，弁屋(紅粉屋)の牛役











74)西)1善介(1957: 42) によれば，飛騨国が幕府領に編入された元禄期以来3 御用木伐採たる「元
伐Jf土p 飛騨川流域の「南方」で行われてきたが 3 森林資源払底のため， 1735 (享保 20)年から
「北方J白川山内でも行われるようになり， 1753 (宝暦 3)年以降には，神岡地域を含む高原山
でも行われるようになった
75)飛騨国の生糸生産は正徳期(171ト1716年)に高山の紀伊国屋によって導入されて以降盛んになっ
た 日置弥三郎(1953: 47-53) 
また p 梶川勇作(1969: 101-112) によれば 3 幕末頃には船津町に繭が集荷され，生糸が生産され
ていた








82)小葉田 (1986: 174) 
83)岐阜県歴史資料館所蔵飛騨郡代高山陣屋文書安政4年「灰吹銀取調帳J







開発は， 1526 (大永 6)年より始まったとされる. 1532 (天文 2)年の鉛灰吹法の導入はp 銀
の産出量を飛躍的に増加させてy この銀山を 16世紀末r-...-17世紀初頭におけるわが国のシ






たという 2) I銀山旧記」などには?慶長から寛永にかけての頃の銀山の人口が 20万人，




と推測している 1) 最近では3 高野山浄心院の過去帳における記載からフ天文年間頃から
銀山居住者が増加していることが明らかにされぺ島根県教育庁・大田市教育委員会によ

























































〈富土地調院発行27三5000分の 1地野呂 r1二万Jおよび20万分の 1地勢国 f浜毘J として作成)
134 
て京見世役・酒役・湯役が徴収されている 6) 田中圭ーは 3 温泉津町の恵坑寺に伝わる記
録「恵琉寺日記」から，大永年間，すなわち銀山の本格的開発が始まったとされる頃には 3
温泉津にすでに町衆が在り?周防国守大内義興が温泉津の町を訪れた際に応対しているこ
とを指摘した i) 毛利氏も石見国の攻略と経営にあたって，この港町を重視した. 1560年
代はじめ以降，温泉津には毛利氏の奉行人が置かれ，兵糧米や銀山向けの糧米が温泉津か
ら盛んに水揚げされた ι) 1571 (元亀2)年には，かつて温為氏の拠点で、あった串山城に加
えて，温泉津湾口に鵜丸城の普請が行われている.






























































































さ いる通り p 銀出 E村が大 く したトとは
1なし九と るが3 みてき ことから p 田村はそれ以前から




し と ら さ 集落の地害IJち
「口
さ て ち3 j とし 1う もみちれる 。曲 3) . ところ 3 して
と?町の川をはさんだ北側に 16 あっ ら























































じて，山師・ と Jノ で利益 る よばれる
行われるようにな 鉱 に要す し5
など ろもので、あった I~) このよう
で用い れてし とが， 書状な
らう る lG) 山に は?山師安
原 し ら援助 えら と したもの ない という‘
測もなさ し¥る Jij












































いる. 1693 6) 山
により貸し付け ものでまちった.














1624 (寛永元年) I 30，735.000 
1625 (寛永2年) 3，324 36，778.900 
1626 (寛永3年) 3，464 35，105.000 
1627 (寛永4年) 3，007 34，965.000 
1628 (寛永5年) 3，631 37，805.000 
1629 (寛永6年) 3，123 30，885.000 
1630 (寛永7年) 1，915 29，150.000 
1631 (寛永8年) 1，699 23，072.000 
1632 (寛永9年) 1，826 22，744.600 
1633 (寛永10年) 1，580 16，390.000 
1634 (寛永1年) 1，888 30，240.300 
1635 (寛永12年) 1，371 13，240.QOO 
1636 (寛永13年) 821 8，065.000 
1637 (寛永14年) 685 13，788.400 
1638 (寛永15年)I 228 3，950.000 
1639 (寛永16年) 220 4，700.000 
1640 (寛永17年) 448 5，700.000 
1641 (寛永18年) 93 4，350.000 
1642 (寛永19年) 90 3，383.500 
1643 (寛永20年) 20 200.000 
1644 (正保元年) 25 I 200.000 
1645 (正保2年) 45 2，012.300 
1646 (正保3年) 20 741.500 
1647 (正保4年) 15 396.400 
1648 (慶安元年) 48 650.000 
1649 (慶安2年) 70 800.000 
1650 (慶安3年) 39 300.000 
1651 (慶安特)| 1，700.000 













1729(享保 14)年 3月の「開歩改J叫には 12ヲ日があげられているが 3 うち 72口が当
いない出歩であった(裳 5 ).この年の 1月から 9)ヲまでの
納められている間歩辻 29司と， 1714年に比べると増加してはいるが 3 この期間を通じて
められている例はなく，多くが 1 ヶ月~ヶ月のみで、あった.また， 1714年の 1月
ら10月の期間においては，銀2黄 15匁を納めた大谷小吹鹿後1)，高じ期間に銀933匁余
ちを納めた大谷蔵本 1J，銀491処余ちを納めた栃畑谷下正蓮寺山などのように，他よりも
く多額の請銀を締めた間歩がこの年にはみられなかった e 記録された丹が 1ヶ月少な








しも意味するわけではない. 1 729 ~三において F もっとも大規壊に稼行されていたのはp
山であった.多くの開歩は， 2， 3人程度で、税行されているのに対してフこの間
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谷| 名称 稼行状況I - 山主 i間歩請銀(匁)
出構山 稼山合絞 斎斎篠勝蕃右衛門 ー一佐摩積相 稼山 長右衛門
治蟹円穴山




























左馬様相 |絢la青山 原田巻兵衛 205.67 
安立山 榔E青山 一宅準甚兵衛 x 45.00 
利兵衛山 稼山 久保原 兵衛
井戸間蓮歩 稼山 |吉理兵衛
下正寺山 御諸山 布)1兵右衛門 491.93 
六左衛門山 稼山 i吉田市左衛門





















谷 | 坑名 i稼行状況| 山部 一一ト露強 i手子!入手!柄山負j請銀(匁)i g青蚕期間; 備考
直生虫一一世道子一一|上野清左衛門 L_ _~L__l_L.___i __-'一一戸500j5月 ~一一一一一一一
直旦&一一一一生道一一亘夏草壁二一一ーし___lL_1_i__一一て=-]二2盟三旦一一一一一一 一一一
四喧山一一一-;t;主--登戸徳五郎一一一一一 1' _ J-__2_?gι1Flー十一一一一一一
!弁天山 一'-;t主一一 i三:-ß~宣二Z色明主丞_ij一一三.___i__ 1_2!.:_59Q_，J三5旦ーふ一一一一一一
川詣後様相 寸法 ;落合重衛門 2! 1: I 
崎槌山 ]仕道三宅徳衛門 ' 一 一「刊 3~1--一一 両負
圧亙百一一「扇面tJJ-j長見仁衛門一一一一一一一 2 一七一-r-…-，-一 一一一一「一一一一一一一
凍太夫山 プ在孟一直雇盃函瓦--_.._-------- 了 1 2※，--_.--.-_.- 岬負一 一
漏南LlJ---i一一一一一直石末妄天一一一一一一一三「寸}一:一一「一一一一一一一一一一一
休谷 直星虫一一一三一二ιI長見清左宣旦二二-二】:一一 二一一一 1-一_L.一一一一一 一一 ー一一一二一一
選笠山一一一ーと 一一;長毘清左衛門一一一 一一一 一 :___J一一
!惣弥山 !x 光田三郎衛門 I 
|弥衛門山 ?云 妄見;青在衛門 ! 
(亙亙正 X _____..!黒瀬喜平太 仁三
正月横相 L三一 →盗塁主盈閉山塑頭2 _'-______ _ _._i___ J一一一一一一一 一一一一 一一一-
i亙旦生一原貞衛門一一一一一一 一 一一一 し一一一一
!西蔵坊山 x 原貞衛門 ! 
主青菜函 x 長見利衛門 1-' -
f重差出一三一一 !長見科衛門 一 一 1__-
i桜山 ，x 山部次郎衛門
|新横相山 寸法 :落合重衛門 2 1 
i長屋間接 !寸法 i落合七郎右衛門 2 1 I 5.000 7~9月 : 
!出来間歩 一 x一一~ー啄面薪芝ま一一一一一一一一一一一 一一一一 一「一一一ー一一一…一一一一
1駒沢山 x 原貞衛門 1 
清水谷 i裏面玄--7--E至言扇一一一一一一一一一一一 一_. -1-一一ー一一一一一一一一一一一一
:髪室戸一ーで支一一-E予扇子干 -， 
;蔵之丞山 三一一一五室主主ι 『一一;一一ーー i一一 一ー ー
:上木寺山 × 笠崖吉助 i 
i新筒歩 ;x ι矢次長兵衛 I 
i山辺横棺 !x 山部次郎衛門 l 
出来間歩 × 小竹与兵次 i 
i新開歩 × 笠屋吉助 i 
曜函 x 笠屋吉助 i 
中間歩 × 三石吉郎兵衛 i 
三石谷 ;7}く捨山 × 三石吉郎兵衛 ! 
i干ヶ山 x 三石三助
!上谷山 x 三石吉郎兵衛
J下谷山一寸 x 笠屋吉助 一 ;- --. -， 
j正月横棺 x 下原六衛門 i 
[荒再再一 ーヨ一一一一!休良五郎 一一一一一一一一ナ一一一:一一 ←一一一一 一一一一 一一
!吉田増衛門・光田喜衛門・!大横相間歩 。中原徳兵衛・竹下好衛門
嘩杢il__ _-;t;圭 一原貞衛門・松尾雪、5主主L___ . ~'__ _~ ._________lL__2.5Q2_._l_!1_ _ 
!稲荷山 x 江原平三郎 I 
同平戸一二互支二二L笠主貞四郎 一二三一三工~---二二]二 2.500 豆一二一二二二二二一て
i輩堕芝一一一ーさ ;2長野七衛門(山組頭)一 ー !.._._- -_.;----_._---' 
大谷 ι小吹屋緩山 寸法 j松原源左衛門 4 3 1 5.000 5月， 9月
:甘南備山 寸法 :矢野七衛門(山組頭) 2 1 I 2.500 7月
:栗山 寸法 1矢野七衛門(山組頭) 2 1 I 
i龍源寺山 x 竹下貞四郎 I 
j荒神間歩 l寸法 i岡崎半五郎 3 1 1 
;出来間歩 x 三色助九郎 1 
1蔵之上山 x 松原源左衛門
!主税山 x 布川与左衛門柑子谷 一一一一一i泉山 x 御公儀山
!板倉山 ;横椙寸法!松原茂左衛門 5 31? 6""""9月
苦言語福一一可否一一原田太兵衛 一一 一 5一一一一一一一肩
主主山- 11L一二位皇賞一一一一一、一一」←一一一 一一__I.I__2盟 1""8旦一一一一一一一一一
谷山 寸法 s三色九兵衛 2 叶
井戸間歩 横相す)子吉原孫衛門----.--'---"-6'--'------"--51-2.500-"8子
喜兵衛問歩 i立法二ご哀房喜真面白一一二三てごご豆一 一 1
j三味線山 寸法 布)1与左衛門 2 1 2.500 閏9月
:福見山 ;仕道 布川与左衛門 1 21 
下正蓮寺山 一一布市互主扇子一一 1bi-一一;一一一一五司寸五五百1τ4百 二面五五三二ふ2示=
:六左衛門山 I 寸法 i吉田三郎兵衛 一一 2:-----;-'--'---11--2~5oo4月
i練尾山 {士道 一三面王郎兵衛 - i 三!
:亙戸一一一一一寺豆一ーマ松扉重兵衛 1----------------，1 
栃畑 (末HLlJ 'i逼一一 1福重7で一一一一一一一1;一寸一一 一三|一一ー一一一一←
;西賀間歩 寸法 ;橋本五右衛門 1 1 
:切石間歩 (橋本五右衛門 1 甘
i克隠山 一x- τ原田佐野衛門 「 や 一-1
直璽LlJ_____.;_~一一一ー蓋整:室長衛 _1 
|盟監ー!と------.盟竪箆一 一一一一---，一一一;一一--+--一一一一 (九十利兵衛山 ;x 吉原孫衛門 i 
!与兵衛山 x つ長見清左衛門 -1 
jせらい山 x 竹田七郎兵衛 l 
i新聞歩 ;x 一一一~JÞ趨主・渡部新七一一一一 一i
日皮根越LlJ 1 x 長見清左衛門 l 
正豆蓬軍LJ l三二二ミ頁希川与左衛門 一一一一ナ:二ご土λ二:二一一→一一三一つ:こ二










申候積を以3 拝借銀玉百目之返納程も可有之積ニ罷成候節 3 御手代・山使・山目付-立会3 様吹仕






6 (享保 11)年に幕府より拝借した銀 80貫目を御料内村々の有力者へ貸し付けて運用し
て得た利銀のうちから 500匁を借り受けて 下正蓮寺山の排水普請を行ったのであったー
前出の史料によれば 8月に銀鑓(含銀鉱石)が産出されるようになったが 3 まずはその


































是ノ¥久利村町屋敷 銀山繁昌之節村方賑敷候ニ付，高盛之町石ニ而持主相続難仕候ニ付 3 後藤覚右






是ハ荻原村町屋敷六拾ヶ所3 往古銀山繁昌之節ノ¥村々 J銀山へ入候銀l吹炭 3 荻原江取集商売仕
井雲州 ρ銀山へ買込申候米其外諸色之市場ニ而彩敷賑侯ェイ寸 3 高盛之回石有之p 其上納来候地銭も






田淳ほ) 17 ら幕末期まで 山における 出高につい'-.)







に半減L， i主 1ケ 100貫昌を割り イコ 18 
し， 100 し越える辺り し， 1830 の天保期 なって) ?意
しし をみせたこと る.
17 けての室長山 の様相について 前節
?」??
おりである. 18 その後約 80 にわたって
には， よる室長山手家 えがあっ
そ の平右衛門が銀山 を の
されたものであっ 2邑} めの入用銀


















くこと つにようであり?京j銀が効率的 に活用さ いたとは言し も
あっ と銀山稼行との関わりについて らに検討する ると思われる.





。三和3J宝ね主主4J保17 主停18~王E8 宝E9、~天明4 天白5-文化7 文化8-天保7 天保8-安政4





「鍔霞山j については 3 一般には 1 {士宮所直営の と されてし1るげ〉 にt土P
ひと言ではいい 中期
っし 山根{変久による先駆的 ち主弓) 干 よ
の大要は理解 るが，そこ いるのは J 19 紀初めに
室長山 よって編纂さ しも とそぐわない





8 と称する)叫 として， 1779寺三 1月カュら 5月三友 と
山・福神どについてP 」に;土新横相・ 山永久稼所・






った. 8年巨 山に る入用
が 3 ほぼ 10自ごとに記録さ し喝. これら おいて?
の地役人によっ されていた. け
山方役所から ら1名が屈ツ 訪れ3 っている
その様子をみると， (主要坑道)と して
擢剖さ し1る 3D とく さj乞ているこ
かる.載本山につし 3月




のは， [水道j といった，銀山稜行にとっ あっ それ白
を巨的としたものではなく， る あっ
御直山の中においても山 の自 のである. 8伴日記J ~こ
は， ，1の内において山師と銀棋大工が を出i顕した旨 さオしている e
? 」
1月 9日 山 4番童会;のう よ
り1 とし九う場所の が飯鳴喜兵衛と よヲ出願さ 上，
150 
さtしてし¥る 3 iの結果， と った部 少 くとも f安永 8 自
には記さ V' い.寸法稼出願の際には，し にも 1山出 地弐挺ー を
所望j とい る 切地 1 4尺，横 2尺 を指し， i心
る切地の単設と るものであっ 山 は5 これより訪年ほど後の
約 80 の安政期 ら， 1卸直i年の 山部らが を し3 鑓の

















し らの仕法 くものかは明ら iま
「仕手窃地J 18世紀の は行わ

















る見込みがないことが判明した際に ?上げ切地膜j 出されたが 2 多くの
返上し ぐ近隣に薪ーた ぎが出願さ いる.
? ? ?














高をあげ，中心的な存在 てい したこともあって， 6ヶ月の間に産出
? 〕




















留口番所には) r山附」といわれる山師も 3名詰めていたことがわかる ¥5) 山附は，町年
寄3 町組頭 3 山組頭などと並んで 1 銀山町の重立つた山師が勤めたもので，世襲されるこ
とも少なくなかった.
また，この記録からは仕手稼人の実態についてもある程度知ることができる. 1月 2日
の「山入り」行事の記録によれば r旧例により J24挺の稼人へ祝儀として荒鎚が E重ず
つ下されている r仕手弐拾四挺」から山神社に御神酒が奉納されたという記事もあ.仕
手稼人は 2， 3名で一組を成しており，重複した者を除い:て 46名が記載されている. ト
の年 1月から 6月までの聞に龍源寺山において新たに出願された寸法稼の件数は 24件
あったが〉必ずしも 1月 2日の記事に記された仕手稼人の出願ではなくフむしろそれら以





前項までにみたように 3 鉱脈の質は着実に劣化していった.天保期 (1830~ 1844年)
頃からは，銀吹(製錬業者)の窮状を示す史料が多くみられるようになる.
差上申御受書之事
近来山方不盛ニ而厘毛鎚多分吹立候儀ニイ寸 3 諸雑費多分相懸り其上鉛出方無御座3 銀吹共吹相続
必至難渋仕候ニ付銀吹御免被仰付候様奉願度 3 山組頭中迄申出候処，厚御利解有之p 願相止り候











'r-O) とし されたものでおり / ¥ ひとまとめ
?
いた



























銀吹 矢田勘場 (以下銀吹 3名路)
(以下山前3名
長1
こにも y ため の出 会3 となるな
る銀吹の さ いる e これノに対aして， (!Jj eトつ
100匁につ青‘代丁銀 1ヤ以上のものについては3 いを 1 1っ
さ らも 1 当 されるよう 1ね 銀吹 3
山付代から され? さ のであった それ も関わらず，この 3年後 は3
フち いる;J7) し
く 必要のある 1J よ
るコ を被り かった






















代官根本善左衛門の赴任 (1830年)以降 3 多くの公費が投入され，毎年 100貫目の灰










えられた.すでに 18世紀の末頃より p 代官所では，いかに多くの灰吹銀を産出するか，
といったことが専ら問題とされp そのための経費とのバランスは度外視されていた形跡が
あるがp ことに来て，銀山稼行の公費への依存はますます高まったといえる.
そして，その主な財源は 3 御貸付銀の運用によって確保されていたが 3 周知のように y






前項でみたように， 1843年頃より一段と灰吹銀の産出が減少しているから p この半高




銀山方役所「高留書抜J(里子沢家文書)には， 1843 (天保 14)年 3 急稼の一環で，多くの
灰吹銀を産出した山師や銀掘などが銀山方役所によって表彰された記事が載せられている.
その中に，西田村の百姓種蔵が，山師の佐伯常太・)1島繁太とともに本谷新日間歩を稼ぎ，










入れられp 経費として約 43貫文の銭が用いられている(表 5-4). 代官所からの御手当


















小入用※2 3，064 縫代 2‘384 
10月7日...10月14日 銀掘賃20番 4，000 御手当 600 
一一一小計 7，064 小計 2，984 
かじゃやきちん 955 鍵代 2.285 
柄山子供 700 御手当 562 
様シ賃2ツ 360 
E入20儀 sなわ200尋 184 
10月14...1月4日
小入用〆高 1，508 A 
銀掘賃53番 10，600 
木屋・米代共 800 
小計 つ 15，107 小計 2，847 
新鉄子10本 1，200 鍵代 1 ，828 












11，239 小計 2，253 









WJ ぎ して賦課される きわめ
く いた.銀出自体が主貫工時のー謀者ンi出る
由緒をことさら強調しなか3




も すな ち f山





































を した紛.そこ これらの き込ま
いても具体的な実誤のj合計を通じての
も具体的な実態を通じての議論は深まっているとはいえない.
山への関わちのあち とし ついて 3 できるだけ
158 
5-5 銀山書?の職業別戸数 (1867年)
職名 概略i家族時 i鰍 3名;家篠崎 調~il:5名以上 IJ、さす き十
時稼 1トi五ZーS怠り〉 4(1) 14(2) 14(4) 10(5) 8(5) 50(17) 








(名字あり) 1 3 2 6 
11 5 I 3 32 3 4 26 
商人
{名字あり〉 3 3 2 8 
l 1 2 
聾主 自軍 l ~ 1 
j 大工 2 3 3 10 
鍛冶織 1 3 5 
錆掛鞍 1 1 
職人 桶屋職 1 1 21 
石:職 1 2 
コド挽職 l 1 
友官職 1 1 
苔 姓 1 2 I 3 ~ 8 
自震稜 15 I 10 I 10 3 5 43 
〈名字あり) 2 3 
鞍記載なし 戸主が勢 5 2 l 2 10 84 
戸支が女 45 17 4 4 I 1 71 
















あり 御毘キすから 2匁 2分 5屈の をもっ
ることとなっていた.実際?
九本持切張八




J申 今 E 申触{長j， 6月 2413 
月朔日迄ニ付送ち
ツ 7J三
?ー " 乙i同白 さ
郷f首を めた大森町の商人
に名 あ ら いる田
してキすにもたら とがわかる
カ村の郷宿であち，同組中の御毘
IIカ村へ つ 干 について し¥/Jミ、-
0J に位置する から 日市組は， も も
する あり y 御国村の村数も かったことから， の時は九日
ものかもしれない.
うした銀山への物 き を じ 村にと






































この史料が詐成 1795 7 ) 、 いられ 室戸慌の原木〉し
て， (鉄 を し となっていたとい 」 がわかる
，部 とさ いる
木品を るこ じられていたが》 して くの木品が
口Q し してし 史料中に「 !とあるが多こ
いて ワ当て できなかっ して不足分を るトとがあ
り， 。コ したものである. により v ととなっ
泊， ~つ ロロ る取ち め たから，強山での
ることとなっ
に木材納入 カミ さ 向こう 5 i二t1， 
200駄ま ~= 主れる}ととな た，このような鞍麟が行われた経緯からみて， 18 
を て)t邑キすから七万 るトとが してし¥tこ
ょう も る.こうした と関わりがあっ 0)干ヒ七、、 3年 記!において
は，切張の納入に る
?? いない. くだるが) 1855 
，当 100石につき S駄 9 り当てら いた旨
が記さ 。 、 、 ー ， 』???? り当てにしたがえば， 32カキずに書IJり当てち;h

















18.7 I 197.978 
13.6 I 141.051 
10.0 I 112.270 
41.0 I 451.299 





すでに うち 6カ本すが i iに指定され、銀吹前で用い
れる吹炭 納入することと し'7こ これは，
明和期に， ) I が代言を勤め めら と るーいわゆる
方 6カ村j ら ものであるが? にはき 木などを






















































































された 1.') また 江戸初期の浜原村には，灰吹屋を名乗り，両替を業とした者があったこ
とが確認されるが，この者は 3 慶長期に銀山より移住してきたとされている 1日¥このこと
は，浜原村が銀山から尾道への銀の陸送路の途上の宿場であったことも関連すると思われ












銀山が大きく衰退した 18世紀初めには 鉄は それ自体が銀山御料から他地域へ移出
できる重要な生産物として注目されるようになったと考えられる.また，鉄山は銀山と同
様，年貢米の消費先としても重要であった li) 慶長期の盛山を担った山師 3 安原田兵衛の
子孫が， 17世紀末に日貫村(現邑智郡邑南町)へ移住して鉄生産をするようになったこ
となどは，まさに象徴的なことであった.山林資源の消費という点において，銀山稼行と
製鉄は，本来 3 競合するはずのものであった. 18世紀以降には y 山林資源は製鉄に集中













入用銀として貸し付'けられた銀 500貫目の請書によれば，そのうち 300貫目を 7 江戸・





，柑子谷元泉1 き り足 の め 80 目 した際も，
し付けら を行うことと て〉 し 拝{苦銀
令匂みプ し付ける とについて， を示
したが? 山方役所の 無高のUJ 守〉 め，













1742 年の拝借袈 240粛日一， としてではなく J 窮した
山師の毎救銀とし し什けら ものであった.こ り し られ，
うちより初演目ずつを山 されることと
は) 140英語が矯後国御料， 100葉自が銀山御料の村々であった. 17 Lt5 



















































































山中 噛治山、・."， ._"'~'/\ 才坂 ') 
















(江津市桜江需中村家文書 F寛政 3年 黛附銀事j銀限立廻状押皆様j により作成 ) 
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1840年においても?同様に産業や流通の盛んな地域に借入者が多い傾向にあった(ぽ1





室戸鍛冶屋の立地した村であった また 3 雲石国境地域の塩谷・酒谷・九日市・熊見の諸村
や，江川下流域の上津井・長良・太田などの諸村lこも借用人が分布するようになっていた.
これらはし吋丘れも炉鍛治屋の所在地であった. とりわけ後者は) 19世紀以降成長した製









































(江津市桜江町中村家文書 「天保 1年 御貸附銀取立帳」により作成 ) 
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も 23 石余りでしかなく〉高持ちの家は 12 軒，残りの 26 軒は無高で3 高持ちの者の{昔~








多くあったと考えられる. 1858 (安政 5)年，麗人の確保をめぐってを戸鍛治屋同士で争論を
生じ，銀山方役所へ訴訟が持ち込まれているが，これなどは労働者-の確保がし¥かに重要な










るがy 村内でも多くの消費活動を行っていることがわかる(表 5-8). 祝儀や小遣いなど
として金や浜国藩の落札が用いられる他は， 日常的にはおおむね銭が用し¥られていたこと
がわかる. どのようなものを購入したかはわからないがy 西田町の若狭患や木鶴屋などの









村 寺 高持ち(軒) 門屋(軒) 村 寺 高持ち(軒) 門屋(軒)
上野村 高善寺 浄土真宗 。
井戸谷村 長徳寺 浄土真宗 。 2 井戸谷村 長徳寺 浄土真宗 2 。
j朝村 正専寺 浄土真宗 2 2 j朝村 正専寺 浄土真宗 。 4 
熊見村 西蓮寺 浄土真宗 2 熊見村 西連寺 浄土真宗 。
長藤村 正立寺 浄土真宗 10 14 長鯨村 照立寺 浄土真宗 2 3 
川本村 法隆寺 浄土真宗 。 4 
久保村 福泉寺 浄土真宗 。
大貫村 法泉寺 浄土真宗 。
下回所村 西林坊 浄土真宗 。
高見村 法泉寺 浄土真宗 。
瀧原村 西光寺 浄土真宗 。
都賀西村 照円寺 浄土真宗
都賀本郷 百円寺 浄土真宗 。
都賀行村 西念寺 浄土真宗 。 4 
戸河内村 真光寺 浄土真宗
阿須那村 西連寺 浄土真宗 。
畑田村 永照寺 浄土真宗 。 3 
原村 西福寺 浄土真宗 。 3 





:払 事項 支払先銭(文) その他 月日
:払
事項 支払先銭(文) その他
1 18 50 御布施 j宰林寺 3 30 8.962 2月3月晦日払 町 j幸四
117 550 綿sl賃 郷 西ケ迫 3 30 2.430 2月3月晦日払 町津田
1 19 4.200 14人投作料 矢瀧好太郎 3 30 1.610 2月3月晦日払 町忠吉
1 19 3.240 12人役作料 よ村平八 3 30 3，810 2月3月晦日払 町忠吉
1 19 3.900 13人役作料 よ市安吉 3 30 1.430 2月3月晦日払 町 栄二郎
1 19 2.700 9人役作料 机原 j原助 3 30 739 2月3月晦日払 町 栄二郎
1 19 3.000 10人役作料 郷 初太郎 3 30 3.925 2月3月晦日払 町 木嶋屋
1 19 1.600 10人役作料 中市伝助 3 30 244 2月3月晦日払 町 木嶋屋
1 19 2.700 9人役作料 矢清t 庄右衛門 3 30 870 2月3月晦日払 町 丈太郎
1 26 2，450 丑年右工之内喜助受負之内4人作料 よ市友八 3 30 275 2月3月晦日払 町 丈太郎
1 29 900 綿引賃 町亀山 3 30 1.510 2月3月晦日払 町 かがや米助
1 30 1.013 晦日払 町忠太 3 30 580 2月3月晦日払 町 1良助
1 30 510 晦日払 町 木嶋屋 3 30 630 2月3月晦日払 町 りの
1 30 500 晦日払 町愛次 3 30 1.097 2月3月晦日払 町 りの
1 30 500 晦日払 町柳屋 4 41 1.200 綿sl賃 柳盛りの
1 30 272 晦日払 町 中のや 4 4 700 はた7尋賃 柳屋右同人
1 30 16 晦日払 町武屋 4 41 1.200 綿sl賃 町武屋
1 30 250 晦日払 町 かじゃ 4 4 700 はた7尋賃 町なみ
1 30 2.978 晦日払 町 若狭屋 4 4 札4匁 肴代(おこま逗留行土産)
1 30 広3匁 斎米料(不幸の節) 町冨屋 4 4 札2匁 男子主義料として(向上)
1 30 浜札5分 寺参(不幸の節) 町冨屋 4 4 半札 (向上) 女子へ
2 1 300 牛莞種代 老原林兵衛 4 4 2匁 (向上) 下女2人へ
2 .1 金2朱 斎米料 称名寺 4 4 札4匁 肴代
2 1 金1朱 塩婆料 称名寺 4 4 キL4匁 樽代右同人恒松土産
2 2 金3両 尾ノ道とみニ参る節、婚姻買ものを依頼 机原勇八 4 4 札30目 右同人(恒松)小遣
2 7 ちりとり3・おいこ1つ 下ノ 鉢屋 4 81 3.823 炭42貫500目代 こも口嘉蔵
2 9 2.100 はたおり賃 柳屋りの 4 81 3.823 炭42貫500目代 こも口議蔵
2 1 1.100 山鳥1羽・山鳩1 矢潟 大うへ 4 B 札40目 墨ほう代 跡市もの
2 1 600 藁代 4 71 1.530 亀山大田行き小遣い 亀山
'2 14 680 かんでん10本代 4 1 700 はたおり賃 大浦屋
2 14 730 はたおり賃 町 りの 4 15 札2匁 御法礼 j争林寺
2 14 1.500 作料5人役 老原手1J助 4 15 9，450 手間13人半役(郷東面地前とりさ1人夫賃銭) 種五郎
2 14 900 作料3人投 老原勝右衛門 4 15 1.400 手間2人投(向上) 惣八
2 15 550 松露代 町 木嶋屋 4 15 5.250 手間7人半役(向上) 栄三
'2 15 170 大回行小遣 町武屋 4 15 4.200 手間6人役(同上) 喜助
.2 15 80 東行小遣 町武屋 4 15 1.400 手間2人役(向上) 与圃圃
.2 15 6.200 たばこ10本代 町 富五郎 4 15 7.700 手間1人役(向上) 友八
ι2 15 900 ;~代 町 富五郎 4 15 8，450 手間13人投(向上) 啓七
2 15 1.100 はたおり賃 町なみ 4 15 3.850 手間5人半役(向上) 喜太郎
;iI「2Z  2 22
番科・斎米2升 寺参り 蔵座
4 1.000 そうり40足代 郷 壱り塚
21 2.000 わらし100足代 郷 丈之助
21 札1匁 蔵座下女祝儀
4 15 1.350 平夫3人役(向上) 伊助
4 15 1.800 平夫4人役(同上) 惣四郎
4 15 5，400 平夫12人役(向上) 丈平
4 15 3.375 平夫7人半役(向上) 鶴太





4 15 3.825 平夫8人半役(向上) 直市
4 15 3.500 平夫7人役(向上) 八十吉
4 15 3.450 右工5人投(向上) 初工
4 15 2.475 平夫5人半役(向上) 亀市
令222 酒2斗 さかな料(向上) 4 15 2，700 平夫6人役(同上) 柳吉
2 29 札2匁 中津屋おかた帰る節、下女下男2人へ包む 4 15 2.700 平夫6人役(同上) 常蔵
:2 29 札4匁 東戎屋より駕寵返し・介添女中迎沼恒の足4人祝儀 4 15 2.250 平夫5人役(同上) 久米十
2 29 金3朱 加納屋おし11.・取ニたのむにつき遣わす 4 15 3.500 右工5人役(同上) 喜太郎
i 3 2 札4匁 喜市;買回行小遣 4 20 1.200 綿sl賃 町みき
3 2 札4匁 さかな代(市場お・じ帰るにつき土産) 4 20 600 綿sl賃 町万屋
3 2 札3匁 平祝儀3ツ(向上) 4 16 札4匁 樽料(おせい・おいさ呼ばれるにつき右進物) 西田蔵座
2 札2匁 鼻紙料(向上) 4 16 札4匁 さかな料外に手遊2つ(同上) 西国蔵座
金1朱 増一郎江遣ス(向上) 4 16 金1朱 料理方源七(向上) 西田蔵座
札2匁 平供向人へ(紀伊国屋おいせ帰るにつき土産) 4 16 金1朱 料理方忠太(向上) 西田蔵座
札1匁 下女1人へ(向上) 4 16 札3匁 料理方為蔵(向上) 西田蔵座






4 16 金1朱 樋芸人圃(向上) 西田蔵座
4 16 札7匁 百使7人使ス(同上) 西田蔵座
4 22 300 さかな料 町小池
4 7 金3両 圃代盛之圃作 町 山屋渡
4 7 金3歩 圃圃代同人作
448 玉子20代 4 19 j兵札5匁 おるいJl、遣い(浜田行き)
金3歩 縞料として 介添婆い 4 19 浜札2匁2分 亀吉小遣し、(浜田行き)
金2朱 4人土産呉候ニ付寸志として遣 介添婆い 4 28 47.960 土220升、これは東面t也前回に至る 机原種五郎
金2朱 樽肴ニ包(柏屋るい参候節土産) 4 30 1.160 晦日払 若狭屋
札6匁 柏屋下女下男へおるい土産 4 30 1.200 晦日払 忠太
札9匁 おるい柏屋行小遣 4 30 3.900 晦日払 喜三郎
浜札50目 とまり・わらんじ銭共引当相渡 4 30 180 晦日払 木嶋屋
浜札4匁 茶代 4 30 60 晦日払 丈太郎
浜札3匁 下女下男也 4 30 1.750 晦臼払 I1頂助
札2匁 祝儀 壱り塚屋兼右衛門 5 3 400 肴代 町 富五郎
1.815 tT!也1丈1尺代 いと渡 5 31 1.200 綿引賃
手間43人役(内18人役乙市分) 町 j原四郎 5 5 600 肴代 富五郎
480 2寸釘1把代 町 j原四郎 5 6 200 肴代 富五郎
1.800 木鹿10足代 町 源四郎 5 7 札3匁 肴代 富五郎
~O 草履3足代 町 をり塚 5 71 8.028 買物代の高 吉原儀平
支払
月日 銭(文) その俄 事項
事香代
5 1 札1匁 香料
5 16 1β12 ;吾2チトS針'.:()\ir1ti rjl主人の臣~F.苦言語ニ主投入祭へき差出した分〉
5 16 1.300 はたおり焚
5 20 3.615 八1i膏ir写rH震後人2と在日活合之役人泉支出銭卒者代
5 22 200 木藤代
5 22 香料
5 25 530 教代
5 26 1，250 幸喜代
5 29 180 事き代
5 30 210 梅田払
5 30 6.255 礎自払
5 30 620 晦臼払
5 30 80む 晦臼払
5 30 140 S毎日払
5 30 90 晦臼払
5 30 180 晦臼払
5 30 1.700 曜日払
6 1 80 線香代
6 4 札1匁 締法札
6 2 キL3匁8分 ;窪田行小選
6 10 240 はいどく代
6 10 552 かつを代
6 10 780 たばこ代
6 13 5書240 主主ハUJ若手意奉加
6 13 念1時長分 しま7辱代
6 13 217 幽幽払
6 15 札3匁 肴代
6 16 札3匁 東恵比寿騒人足祝儀
6 16 210 幸喜代
6 20 金2分 .1f:600!'a 
6 20 札3匁 事幸代
6 20 綿言i努:
6 21 1.200 線引重
6 22 キL2匁5分 肴代
6 20 本Ll1匁2分 ;積回行小遣
6 26 285 肴代
6 26 れ12匁3分 潰回行五人小選
6 28 120 4身代
総日払
6 30! 380 霊祭日払
6 30 505 海自払
6 30 1.203 務B払
6 30 1.800 晦日払
7 2 840 引賃
7 9 仁460 路ふそく代
7 9 6.400 蛸64・ん代
7 9 1.470 路不そく代
7 9 5.850 茶代
7 10 会1;校 かつを代
7 12 4.800 作料友一部分布j宙渡し
7 12 28.304 瓦代〆~
8 29 150 かまiまこ代
8 29 金2朱 樽肴{いさi護留の節土産)
8 29 金2朱 樽肴(爵ー と〉
8 29 議1表 (関上)
8 29 金之朱 柳橋{関上〉
8 29 葛H受 〈関上)
8 29 葛H受 {間よ)
9 3 3.205 E毎日払
9 3 4.53 梅田払
9 3 1.840 港日払
9 3 160 梅臼払
9 6 5.000 黒紙代
9 22 金1朱 事奇料{おいわ婦る節土産控)
9 22 金1朱 ミ子・料・・へ{おいわ帰る節.:1:主主賠〉
9 22 札3匁 下女下畏へ{向上}
9 22 札8匁 人足藁んじ銭(J窃よ〉
9 27 14.238 L5l:物井小もの代
10 13 250 つiすき代
10 13 300 かつを代
10 17 金2朱 樽事き{中津麗おさく帰る節土産〉


























































10 30 1.569 晦臼払 若狭麗
10 301 646 潟日払 患太
10 30 924 略目払 末端箆
10 30 海自払 加賀援
10 30 240 書毎日払 3器廃
10 30 92 潟5払 柳屋
10 10 760 かなそうし(仮名書ま子)すいの代
10 き 300 銀代
10 91 1.200 綿き!繁
1 15 3.650 然紙1〆代 とう援もの
1 18 2.000 綿引寅 若狭li
1 29 380 ぶり代 意義太郎
1 30 1.300 
1 30 1.476 i 梅田払 喜E霊
1 30 900 霊祭日払 患太
1 30 2.570 海日払 若狭量
1 30 450 総日払 柳震
1 30 之052I 際臼払 喜三郎
1 30 690 梅田払 木嶋醗
1 30 122 晦日払 文太郎
12 71 7.150 手間1人投 友八
12 71 5.830 手間1人役 道一
12 71 2.475 手間6入学役 亀市
12 7 350 2人投
12 13 750 はた内貨 榔霊
12 24 2.000 うめ代 直J¥l哀し
51 7.382 渓791聖800呂 」も口嘉蔵
5 200 す!まい1俵代 こもロ嘉蔵
1 15 44.814 桜木74691実窃 釘太郎・新六
1 15 27.975 雑木55951壁際 釘太郎・新六











































されて町場として再編された. 17世紀後半以降における銀山の衰退後には 3 そうした物
流の拠点となっていた集落でも衰退がみられた，





18世紀末頃には 3 銀山への物資販売は 7 諸村の住民にとって必ずしも有利なものではな
179 












































1書，官 り刊行さ ( 1 
には?銀山 吹域の の に撃かれてし
した であるが 3 需特に館山川の 銀込j
1芝、γ一 置かれて
うよう り，錦rJJIDTは生産の


















































? ? 四 F可 元銀;，
目 {木谷新切 ÙJ新調関1~n入用














33)仕手切地は I半勘弁切地」とも称されたという 山根俊久(1932: 114-11.5) 
34)江津市桜江町大貫 中村久左衛門家文書 文政三年「日記」
3.5)江津市桜江町大貫 中村久左衛門家文書「文政三年 日記 龍源寺山」 直山の四ツ留役所には，
銀山方役所地役人が 3名交代で詰めることとなっていた この史料によれば，この年の龍源寺山
































































地域における と 中 される」とに -:J 、 はじめ
え れる.そ ん され ことの
かった 中 中 0J め と ふり ? をF 地i或
の中 るとし 1 視点に って を行う}と し ヴコ C!1Jつ
ま 本訴手における輸相結果に息づいて おける
し，その特留について





。コ く えた. 18 
もののヲ金山IBJ主の











のはじめ頃には 2 の山訴が開発の中 Jむとなり， も加えた仲間を





のうちの数名が 3 鉱山の稼行の権利を を送り込んで告ら稼行するようにな
」とが，こり時期の ける大きな あった.この時期には 7 つ
た者3コイ告にも， りの 多数来村し 3 王に
出されたの あったが?あ の計震から
めらj乞ていた F された.この時期に中津川村の拡山 帝人は，
などう他地域の鉱山を るなど広域的 し あった
4章で取り -手口佐保村を中心とした地域は，古くからの開
える拡UJ していた地域であった.飛騨国 U-I ~才、， 16 
?

















































































f代々 山部の村Jであること して， 山諒ぎ けら
こオもは， 19 飛騨!宝i内における され
も? 受け惜つつ ~つ‘ し 通 られているか
ぎ与でも， 1て，
摂定された伊j 干のようなあり る りで
く， による無制限な を防 ことにもな と えら {) 
1 には拡UJ関与再が法件イ1<L 7デ 界保LIでも貸付領来!lr菅の幣誌が行われ な
ど， ;古]け が哩
自
ヲ世紀半ばの飛税の事例 ヂの三三鈍をみる とが Eみき， 
う「問掘j とし 号 れ，その 1 
職人な る 山は九Lr 山
師J~こよ て請 オミ 3コ この:状況 えち捗
たもの ると思 る. おける ~LJ 中
0J UJ どが，そうした例にあ
しかし?こ 山の におい わ
UJ の在掠町の 人がし した とであった.
るよう なる として して、 さ
物を買い入れる になった. ら 出 と7 人 によ
るようになる併も なくなかっ そうした うちには? 告らの配下
として山元 り もみら そ に取り
グjトコ fこと えら る 19世紀以降には‘ にわ
物 ます主すf王寺長 われるよう なっ た え 1村ひ
咋i ~ 
-"J ij上戸ベいげT{/ノを~7l-;-↑平J-γ刊守夫 l主1/'次 1I設Ij" J Vノ-ii!i只vc久ν ') v U lJ_) 口 あったが，
しで金額鍋飴などの鉱拐を集悼ずる あ
中 [1 UJの他に? も鉛 しており，
向してい 予とがう る その フ鉱物は拝i幹鎮の状態で集荷された -
されてし 1




























































16 ら 17 かけての鉱山 にあって のために
191 
高 溶 し よ て し し が，そ
し iむ る 出さ
銅山から 出さ 途に ため，そのよう
弘ー とはでき かっ UJ あ た.中











山であ iJj なくとも時 は銅 く鍛山
? ? ? ??












































































































































































3)による成果があるが 3 近代化の展開過程についても 鉱山開発を地域の中に相対的に位
置付け，個別具体的な検討を行うことが有効であり，必要でもあると考えている.
第 6章 j主









4)伊勢屋平作の子息 3 岡田平蔵は， 1869(明治2)年に五代友厚らと共同出資して大阪に金銀分析所
を設置したり， 1872(明治 5)年には?井上馨や小野組と組んで尾去沢銅山などの経営に乗り出す
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~ 郡 村 種別 稼行状況 備考
山城
無I郷日浦村・迫村入会 銅山.: ~I開 :4.789寅 760匁
十二村郷今井村 銅山 愈j問。4.341貫600匁














企塑型坂本村 銭山 a 1月より誌揖
菟原郡中尾村 鏡山 0 
iI屋村 銀山 o











l i(畑山) 銅山 。





岩1崎将 金山 。 享禄中砂金出ス
本毎島村 金山 。 班長中砂金出ス







縄地村 金山 • 吹田金300匁(1ヶ年)
浜村 金山 • 吹田金30匁(1ヶ年)









近江 ~愛甲賀知仙!i諮都 政所村 鉛山[集瀧村 銅山 。









寺河戸村 銅山 A 採出未詳
大野郡 森茂村
金山 . 採出来詳
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R 81金i銭(文) 1 品問 1 取事穏李
3 241 2.500 i布子弐つ・あわせ・おび iよ茂佳村 卒右衛門 j
3 241 I 300 I吉敷くわ・ゆかた iよ茂住村 平右衛門 1
3 251 1 320 iあわせをつ j下茂金村 1i郎
3 251 70 1よき壱丁 i立:村 隊兵衛
3 261 152 1弐チト鍋みかま iよf定住村 拘留重s
3 261 150 I華街妥&. I猪谷村 八兵衛
3 271 I 200あわせ号事つ !猪谷村 ~七
3 27! I 300 1ばかり一本 i下茂俊村 五郎
3 281 I 1∞ iあわせ・・ i下茂俊村 五郎
3 281 1 300 1あわせ・はおり i上茂伎村 喜三郎
3 301 I 250 1はおり替数 i猪谷村 議兵害時 ? 
3 301 I 350 Iあわせをつ !獄後村 太郎兵衛 1
3 301 I 170 1よきをγ j猪谷村 太郎兵衛 i
I I .n 1かたひら五枚・おび弐・'/1、たち・平骨子弐つ・あ 1 -c" ~J+++ 3S'.-:t:: I I 1400 I:-_ ，:;:~:::.~.，^ OJV ~，- ""'_'" ."， J '" ~ U'J と浅{主将 害警窓 17J'l・1民J175JたI I '.~vv Iわ1t壱つ l' ，..u."J ""..... I 
3 I 300 Iかたびら・おび ;下茂俊村 兵遂 ; 
3 301 1，000 1よ奪三下くわ壱物細かた・5 あわせ慾鐙 ;上茂俊村 兵き i皮4月9日200文敗、よき1了渡ス、此内100文郎、
3 301 500 I布二子怒っ !下茂住村 長兵衛
3 301 i 300 1著書唆反測 i下茂住村 長兵衛
3 301 I 450 I布壱反闘 iよ茂往村 平六
3 301 300 i布子壱つ ド茂住村 1i郎 Id上銭之内五十文織かし
3 301 300 1おかせ・くわ後.下茂住村 五郎 1 
4 1 250 1布を反 i猪谷村 学お衛門 i
4 1 100 1なた・壱牧 1こ茂住村 長お衛門 1
4 1 I 280 Iあわ1t壱つ i上茂{主将 :;P:六 1 
4 1 I 320 ，よ診者~T Iよ茂t主将 平六 i 
4 1 3001あわせ轡つ益・2・ j上茂住村 平沼産s 17 J'l13日同村中E震度兵銭渡ス、利共S文
4 1 500 1・E子・.上茂住村 与兵衛;李IJ加文
4 1 550 1布子怒っ |上茂住村 :;P:密部 i 
4 1 1，00011すさニつ茂右衛門 |下茂住村 徳翁寺 1 
4 1 150 1稗半かます iよ茂{主村 平四郎 i 
4 21 I 300 Iあわせ警つ・小たち'ひとよ物怒っ 仁茂住村 長お衡丹 iながれ
4 21 750 1・ゆかた寸志おり 11ニ2定住村 工事室主郎 ; 
4 3i 300 iよEトくわ・醤んちゃく iよ茂{主村 兵 I
4 51 550 I六分銭・水ふろかま・くわ弐枚 l上茂住村 :;P:I'!]郎 1 
4 51 250 Iあわせをつ i上茂{主宰? 平六 i 
4 61 160 Iおかせ !下茂俊村 五郎 1 
4 8i I 400 1布弐& I中村 長蔵 i
4 91 I 100 Iよき管了 |下茂住村 長兵後i ! 
4 91 1 700布子壱つ i下町 武兵衛 i
4 91 200 Iかたひら…枚 |よ茂伎村 喜喜三郎 1 
4 121 50 Iなた-T 1.1:波注村 率四郎 i
4 13) i 1，0∞ j布子ゆかた登枚 !密漆山 平次郎 j
4 13! i 576 Iかなとこ壱つ 11こ茂{主村 議三郎 ; 
4151 I 500iお!すきえっ :ょ設住村 王手大 | 
4 16! 100 Iよさ努γ j下茂伎村 玄銘 1 
4 161 200 Iあわせ後つ |横山村 善吉 1 
4 161 100 I1まひろよをき壱T 下茂注村 五郎 i 
4 191 i !661あわせ市寄っ j務谷村 俊兵衛 j 
4 201 230 Iかたひら壱枚 ;ょ茂住村 :;P:右衛門 i
4 201 250 I布壱反 ;猪谷村 八兵衛 1
4 201 300 1ばかり |下茂住村 1i虫1
4 201 1001字詰 下茂俊村 長兵衛 | 
4 21 i 300 1あわせ壱つ i猿谷狩 三郎兵健iI止と銭の内1∞文i脅かし
4 211 50 Iおひ宅5・ ;猪谷村 仁お衛門;
4 211 1001なた奇襲γ ;上茂住村 清右衛門 1
4 231 250 1なっき・iISひ・なた〆三品 !中山 I¥M 
4 231 2∞ iきらわせ替つ i下茂住村 五郎
4 25j 500 I布子壱つ i下茂俊材 養吉
4 251 114 Iくわ壱枚 !中村 小兵衛
4281 1301布壱反 i上茂伎材 者奪三王室長
4 291 100 Iた眼鏡壱つ !上茂伎村 長お衛汚
4 2舎L_L_ 1101女おび鶴 !よ茂伎村 議七
5 1 260 1手許容反 i上茂投村 長お衛門
5 31 5101あわせ寄っ ;務谷村 務所 宅進
5. 41 30 Iくわ管枚 j上茂往村 長右衛門
5 61 1，5ο01金子弐歩殺り !下茂住村 惣Z芸部
5101 i 1001よき壱γ [関山 久助
3001なっき・よき |中沢 窓際
き51くわ・なた IJニ没後材 不悶郎
120 Iあわせ壱つ i上茂俊材 源七
100 Iよき壱T !よ茂俊村 清右衛門
800 1あわせ・はおり〆弐ぬ i茂住谷 作兵衛
450 1六分続受つ !上茂住村 溌お衛門
部!よさ登γ !閉山 久助
172 Iおかせ・くわ i下茂住村 五郎
150 I小たち・あわせ ;下茂住村 1i部
325 I大豆壱八チト ;ょ:a住村 清志衛門
500 Iあわせ・よき ;猪谷村 弥七
300 I~あわせ警つ 1;襲山 勘七鐙機動
100 Iよぎ壱T 中沢 宙線
120 I布奇襲文三尺 i新町 孫七
2001よき鶴〆弐丁 jみのか鋳 弥助
300 I布子怒っ 1$沢 平包金s
200 Iかたひら努枚渡ス i下茂住村 坂度三右衛門
690 1布子登つ Ifを渡村 湾七
250 !I'!]チト鍋寄っ i猪谷村 称次兵衛
725 1小たち三つ必びを. 11';'定住村 幾Eg


















月 日 金銭(文) 品忌 取引相手 備考
7 4 100 くわ警枚 下茂住村
7 7 726 あわせ弐枚 猪谷村 長兵衛 利58文
7 7 1β00 あわせ壱つ・圃壱反 猪谷村 吉兵衛 此銭の内200文請かし
7 9 400 あわせ壱つ 績山村 庄兵衛
7 9 100 おかせ 下茂住村 五郎 岡村兵吉むすめニ渡ス
7 10 450 むき三斗金壱歩替 上茂住村 平四郎
7 11 100 まわた十五束 下茂住村 五郎
7 11 174 かたひら・はおり 猪谷村 伝四郎
7 11 900 かたひら壱・圃弐枚 下茂住村 徳翁寺
7 11 300 おひ壱圃 下茂住村 徳翁寺
7 11 700 もめん園子
7 11 900 けさニ 下茂住村 徳翁寺
7 11 1，000 衣壱つ 下茂住村 徳翁寺
7 11 1.100 小袖壱つ 下茂住村 徳翁寺
7 11 1，200 ころも 下茂住村 徳翁寺
7 11 1，200 ころも 下茂住村 徳翁寺
7 11 1，200 ころも 下茂住村 徳翁寺
7 12 100 に圃弐百五十・ 土村 次郎助
7 12 700 かたひら・古敷・わきさし 閉山 田屋新七 ながれ
7 12 750 あわせ・そめ・ 猪谷村 九右衛門
7 13 370 ひとよ物・にそ弐百九十目 績山村 平右衛門
7 13 34B 布子壱つ 横山村 惣四郎
7 13 300 にそ七百七捨目 中村 長蔵
7 13 100 まわた十五・ 下茂住村 五郎
7 13 110 女ゆかた壱枚 i上茂住村 源七
7 13 500 むき三斗五升 上茂住村 平六
7 13 800 ヨ|板 上茂住村 平六
7 13 500 かつは一枚 下茂住村 徳翁寺
7 13 2BO にそ七盲目 上茂住村 平六
7 13 1，400 金子弐歩預り 上茂住村 平右衛門
7 13 224 はおり壱牧 上茂住村 兵吉
7 14 550 ひとよ物・はおり一枚 猪谷村 仁右衛門
7 14 30 おひ壱圃 上茂住村 伝兵衛
7 15 50 くわ・なた 猪谷村 八兵衛
50 にそ 次郎助
7 17 50 Iくわ・にそ 土村 次郎防
7 17 300 かたひら弐牧 下茂住村 五郎
7 17 50 小たち・なっき 猪谷村 佐兵衛
7 lB 1，400 敷板十問 上茂住村 平六
7 18 250 あわせ壱つ 務谷村 伝四郎
7 19 63 にそ百六十目 上茂住村 徳右衛門
7 19 90 にそ弐百回 長右衛門
7 19 200 にそ五百巨 閉山 久助
7 20 1，420 むき六斗 上茂住村 平右衛門
7 21 126 かたひら一枚 上茂住村 ;青右衛門
7 21 :~~ Iあわせ壱つ 上茂住村 平六
7 211 100 小たち・ひとよ物壱枚 上茂住村 平六
7 21 500 害!権 上茂住村
7 22 250 布壱反 猪谷村 八兵衛 亥8月3日58文取
7 26 350 かたひら・よき 西j奈山 平四郎
7 27 70 にそ弐百目 上茂住村 平六
7 27 550 ひとよ物・女おび 西j奈山 勘七
7 27 120 かたひら一枚 上茂住村 源七
7 27 126 にそ三百目 上茂住村 源七
7 29 63 にそ弐百目 下茂住村 長兵衛
7 29 50 ちまわしーヶ 下茂住村 丘吉
8 :~~ Iなた壱ケかたひら |下拙材 五郎
8 100 くわ・なた 下茂住村 長兵衛
B 500 かたひら三枚 上茂住村 平右衛門
8 200 にそ五百目 上茂住村 平右衛門
8 150 かたひら一枚 上茂住村 平四郎
8 60 にそ百五拾目 機右衛門
8 2 150 かたひら・にそ 上茂住村 平六
8 5 150 かたひらた一一枚 上茂住村 ;環七
8 5 180 女ゆか 上茂住村 源七
8 6 900 男おひ三園・かたひら三枚 上茂住村 兵吉
8 9 250 かたひら弐枚 喜三郎
8 12 80 にそ弐百目 上茂住村 j原七
8 13 700 ゆかた壱枚・女おび壱・-かたひら弐枚 西漆山 勘七
B 16 83 おび壱圃 下茂住村 権七
8 16 閉山 久助
8 16 84 くわ壱牧 上茂住村 平四郎
8 26 650 古敷・ゆかた・おび・さいふ〆四品 上茂住村 平四郎
8 28 1.500 稗五ツ 上茂住村 平六
8 29 1分 -・つ・あわせ壱つ 上茂住村 平四郎
500 かたひら五枚 上茂住村 平四郎
8 29 600 稗弐つ 上茂住村 平四郎
8 29 800 ..あわせ〆弐つ 上茂住村 平四郎
8 2911分! かたひら六枚 上茂住村 平四郎
8 30 80 にそ・たそ弐百目 l下茂住村 善吉
9 600 稗弐つ 長兵緯i
9 300 稗壱つ 上茂住村 平四郎
9 4 100 にそ弐百三拾文 猪谷村 久蔵
9 4 200 なっき弐枚 猪谷村 三右衛門
9 8 530 ゆかた弐枚 上茂住村 平右衛門
9 8 600 稗弐つ 上茂住村 平右衛門
9 8 稗壱つ 上茂住村 平六
9 8 500 稗弐つ 上茂住村 平四郎
9 17 150 かたひら壱枚 下茂住村 伝幼
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9 21 250 よき・くわ〆弐品
9 22 1，30O たはこ六捨五斤
9 27 300 稗壱つ
9 27 2分 300 たはこ壱圃
9 29 300 かたひら弐牧
9 29 1'00 布・はおり壱枚
9 29 120 たはこ六斤
10 550 あわせ壱つ
10 3 50 なっき壱枚
10 3 500 かたひら弐枚
10 3 200 なっき弐枚
10 7 800 たはこ四九斤
10 7 180 なっき壱枚
10 7! 200 かたひら一枚
10 8 100 小たち・かたひら一枚
10 B 160 はおり壱枚
10 B 300 布子壱つ
10 9 600 布子壱つ
10 9 600 なた五7・よき壱丁
10 11 223 かたひら一枚
10 1 150 ゆかた一枚
10 14 300 あわせ壱つ
10 23 150 かたひら二枚
10 24 300 布子壱つ
10 26 300 大豆弐斗
10 29 1，500 たはこ六十斤
10 30 300 布子壱つ
10 30 400 にそ壱・-そめE七尺




1 10 300 大豆弐斗
1 10 1，500 あわせ・布弐反・なっきE・
1 180 たはこ十斤
1 13 200 布壱反
1 13 1，830 たはこ九袷斤
1 18 1，000 かたひら四枚・布壱反
1 20 1，100 米五斗
1 20 150 かたひら一枚
1 21 250 あわせ壱つ
1 22 750 かたひら四枚
1 23 684 かたひら四枚




12 5 200 布壱反
12 10 150 なっき一枚
12 10 350 なっき弐枚
12 10 400 布子壱つ
12 18 170 よき壱丁
12 18 600 あわせ壱つ
12 18 99 かたひら一枚
12 23 300 布壱反
12 24 250 よき弐丁
12 24 300 なっき弐枚
350 小たち・なっき三枚
12 24 370 なっき弐枚
12 24 600 米三斗
12 24 40 くわ壱牧
12 24 500 たはこ
12 24 450 -子百五丸・丸木板弐問・さん三拾本
12 27 1，100 鉛弐貫三百目
12 27 800 し・寸・・
12 28 300 布弐反
12 28 450 くわ三枚
300 くわ・なっき
12 29 1，300 たはこ五拾斤
12 30 
12 30 700 ゆかた壱枚・かたひら三枚
12 30 1，100たはこ六十斤計






































































































炉師 j 先号 j年) 月 品開 菱支援 室戸・御林新設地 繍考




赤塚村 揺さ五笥問 1E徳5 1715 
i 享保:7G 1716 
12 1 











l 宝永zi1!1704 E 16 79 0 ~1 0葉 正:JI面戸騒鍛嘉冶重震出量
32450 8 0 5 7 
;上山鍛冶躍出
i ~10j霊 :W コ" 
3 4 23?E 2 t ~20業 :LU ムミ 一一一宝永2 I 1705 一
11112 1 吾郷村 )¥左衛門 ~9 w オふ‘
亙5許0駄亙量一E孟" 
2 3 4 5 2 
3 




i 323 1 
v 
kR.i争欄
ι 士6 量三宮 盤皇室
{ 


















上野符 i主義樹 i志議5i 1715 12 19 1 
出3支。貫6 16 健一一色叫~
8 9 7 13 2 8 













大森鍵? 手IJ兵衛 宝永6 1708 ¥101霊 戸




:害IJ 84 5 一=コ
::t 
12 1 i番号 8? 1 … 泊
同





|元号 i年| 月 | 品目 | 数量 | 軒御林所在地 | 備考
~_~ ~寵十下諸手盟諸謹二二二二二二二二二
L__i___j盤長室L一一L旦u主一一一一上一一一一一一一一 ー一一一__j一一
I 5 1鉄長害j l 型_M______]~一一一 一一一~_J__
I 6 I鉄長割 I 107駄 1 I 
7 I鉄長害J I 63駄 1 I 
元禄1511702仁王二極盟_==t=i旦jL__[二二二-二二二二二二二二三三三----二二ご二二
|閏8 1長割 :1 111駄10貫 I 1I 
|関8 1鉄 I 40駄 1 1: 
L__~___Jj怪童ー!I_.~旦畳一一上一一一一一一 一一一ーし
L_g___ーを史墨聖L_L_j3駄 一一一一一一一一一一一一 一一一一一 J一一号
I 10 1銑長割 1 72駄 I li 一一一一一
11 1銑長部 I 175駄 I 1; 
「丁目量 下三三三二三三二
4 I長割 1 16駄 I 1 
5 1鉄長割 1 96駄 I ~ l元tJF:16 1703 子二
10 1長割 I 98駄 i曲り鍛冶産出 l 
11 I長割 | 110駄 l曲り鍛冶屋出 l 
I I -4-民γー↓て-~ ~.__~控明選邑一一一 一一斗・12 1長害J I 91駄 l曲り出 1 
1ー 十--l--_!ι 一生一一一---1- 8~ 一世も出一一一十一 一一一-1-
1 1長割 I 49駄 I 1 
1 1鉄 I 12駄 1 1 
~1~17 ~~主且壬三子三I元禄171 1 2 1長害J 1 72駄 1 1 1 1 2 1鉄 1 11駄 1 1 
1 1 2 1吉舎炭 1 81俵 1 1 
1 1 2 1米 I 20石 1 1 
I I þ-~民中止寸二二二二十1 1 3 1鉄 1 6駄 1 1 1 1 3 I吉会長 1 58俵 1 I 
1 4 I長割 1 78駄 1 I 
17041 5 1長部 1 9C駄 1 1 
5 I銑 I 30 駄 1 I 
|宝永元I~~-島亡長芋二|二二二二一j二二二二二:
7 1長割 1 84駄 1 I 
8 I銑 I 7駄 1 l' 
9 I銑 I 30駄 1 r 
9 I長割 1 79駄 1 1 
10 I鉄長割 I 107駄 |長藤村曲り炉・都賀行村大鍛;会屋 l 
11 I鉄長害) 1 138駄 |曲りを戸・大原鍛冶屋出 I 
一→-1--]Lj主主開-上立当仁一一世草津騨塗喜 一一一-!-一1 1 I鉄長割 1 40駄 |曲り炉圃大原鍛治産 l 
2 I鉄長割 1 112駄 |曲り炉・大原鍛冶屋 』
1 1 i-子-陰雲ト日告---i藍13E;士宮J時 -----1一一宝永2117051 4 I鉄長割 1 120駄 |曲り炉・大原鍛冶麗 l 
|10 I鉄長部 1 23.5駄 |大原・蒲代・源太山・曲り室戸鍛;台屋 l 
L----LJ~二汁富二t 1!E-|慧草案時龍二:二-_........一一二
2 I鉄長割 1 11C駄目重 |大原・蒲代・源太山・癌炉鍛冶屋 l 
1 148拡 |大原・蒲代・源太山・曲炉鍛冶屋 I 
1 70拡 |大原・蒲代・源太山・曲炉鍛冶屋 I 
1 97駄10貫|大原・蒲代・源太山・曲炉鍛冶屋 l 
一一 一一
1 32.5駄 |大原・蒲代・漉太山・曲伊鍛冶麗 l 
1 60駄10貫|大原・蒲代・源太山・曲炉鍛冶屋 l 
1 52!駄 |大原・蒲代・源太山・曲炉鍛冶屋 l 
1 58.~ 1大原・蒲代・源太山・曲が鍛冶崖 l 宝永31 1706 1--ー さ斗芸<>'J.-.--1 『ごと一斗全 雲-斗一一
1 77.5 lt: 1大原・藷代・源太山・曲炉鍛冶屋 l 
1 80駄 |大原・蒲代 I原太山・曲室戸鍛冶屋 i 
1 55駄 |大原・蒲代・源太山・曲軒鍛冶屋 l 




2 |鉄長割 1 113駄 |曲評・大原野鍛冶屋 一一一」一一 一
3 1鉄長割 1 91駄 |曲炉・大原炉鍛冶屡 | 一 一 一一一一十一一一一一一-L_4_J鎧一一一_j~-監ー←_J主E二重金二5ffïj;Ã山・曲り炉鍛冶慶 一j一一一一一一一一一一一一 一一一一
LιJ皇室1) 1 89 ~主 |大原・蒲代'ifij;太山・曲り室戸鍛冶量一-1-一一一一一一一一 一一
L__~_J主主一一一一L~8 駄 |大原・蒲代・源太山二血り炉鍛;台屋 |一一一一
l__5一一随筆~し一一J_______1 2 駄 10貫 I主箆盟企盟主止曲り伊鍛冶屋 _J_一一一一一一一一一一一ー
6 1鉄 1 67駄 |大原・蒲代・源太山・曲り炉鍛冶崖 | 
宝永4I 1707 r--fi-隆宣J -=J二豆豆直]さ原・蒲代・漉太山虫盟魁亙二工-
i鉄 I 65.5駄 |大原・蒲代・源太山・曲り炉鍛冶産 | 
1長害IJ 1 46駄10貫 |大原・蒲代・源太山・曲りま戸鍛冶屋 | 一 一 一一一一一一一一一-一一一-
j盆一一--j_旦王監一一一大原・蒲代・源太山・曲喧盤主重一一L-
i長割 1 63駄20貫|大原 E蒲代・澗太山・曲り炉鍛冶屋 | 
団長 1 71駄 |大原・議代・源太山・曲り炉鍛冶屋 | 
怪童し一一J__4旦監g_Q童J主皇室企涯A止直2煙車並屋_L 一-
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室戸跨 比号 年! 月 品百 数量 室戸谷御林pJf設地 g i庸考
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